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鳩間方言の祭祀関係語彙(1)

沖縄県立芸術大学加治工真市

アイ可ザムトウ［?aidzamutu］（名）「出合い場の元」の義か。豊年祭の時、西村と東村の旗

頭が出合い、合流する所、交差点。西村と東村の境界線となる縦道と沿岸道路の横道が交

差する所。そこは、ピナイ可ウガン［Pi-naiu9aD］（鬚川御嶽）と可サンキ［sanJlki］（桟

敷）を画する縦道と沿岸道路の交差点でもある。友利御嶽から朝の祈願を終えて道歌を

歌って降りて来られるサカサとティジリビたちを、サンシキ（桟敷）に侍期していたヤク

サ［jakusa］やスーヨダイ［suxdai］（総代）らが恭し〈迎えて、サンシキの歌を歌い終え

る。それを合図に、アイザムトゥでは、ドゥラーン［duraX0］（銅鑑）が一段と強く打ち

鳴らされ、東西の旗頭が合流し、東を先頭にして、桟敷に入る。パーレーが済んで、旗頭

がトゥニムトゥヘ帰る際には、このアイザムトゥで「アイザムトゥ」の歌を歌い、来年の

豊年予祝の祈願をして別れる儀式を行なう場所である。

可アカカラジ［?akakarad5i］（名)、民百姓、一般百姓の意。日常会話では用いられず、祭祀

の場で、カン可プチ［kanのVtJi］（祈願の文句、呪祷文)、ニガイー1プチ［ni9ai①vtJti］（祈

願の文句。呪祷文）の中で用いられる。アマン７グイ［?amaD9ui］（雨乞い歌）のハヤミー１

ク［hajamiku］（早め句）の中に、

ウマンチュヌニガイヤヨー

アカカラジ・ヌニガイヤヨー

ハーリアミタポーリリューガナシとある。

アカテイダPa9atida］（名）「真赤な太陽」の義。灼熱の太陽の意。人間にとってマイナス

の方向に働く太陽の意。例、アガティダ可ナプサプリパタ可キカイ可スンティアープ

クンケンブフカイナー可ヌ［?a9atidanapVsarip9takikaisunti？aXkuDken①Vkai

namu］（灼熱の太陽の下で陽にほされて畑を耕そうとしているうちに体温が異状に上昇し

てきてしまった)。

アガムノー可マ［?a9amunoXIna］（名）「赤い小さなもの」の義。「火」のこと。ツサレーのと

き、「火」ということを直接に言葉で表現することは、タブーとされている。「赤いもの」

と言うことによって、「火」を表すようになっている。神の言葉として、「火」を直接に、

コピー［pix］（火）というと、火事が起きると信じられていたので、それを避けて、アガ

ムノーマ（赤い小さなもの」と椀曲に表現したのである。

アギゾー［?a9idzox］（名）「上げゾー」の義か。「あげる」とは、「終了」の意である。祈願

－５６－

Hosei University Repository



に供えたものの－部を、神の苞として別に取っておくものの意であろう。祈願が済んで、

ウツァナクの上のカンヌク、ムリクバンの上のクバンとアライパナひと掴み程度を包んで

おく紙のこと。「上げ重」の意か。アギゾーに用いる白紙は、ほぼ10センチ正方形の大き

ざである。アギゾーヤ可トゥリシキ［?a9idzoZjaturiJlki］（アギゾーは取っておきなさ

い）

アサ丁カイ［2asakai］（名）「朝粥」の義。アチ可ビカイ［2atJibi-kai］（少し軟かめの粥。普

通の御飯と、ゾロゾロ粥の中間の粥）にして、ラップキョー［rakkjo:］（ラッキョウ)、

シームヌ［Jimunu］（｢汲い物」の義。汁のこと）を添えて供えた。お盆の朝食として決

まっているメニューである。例、アサ可カイバカシブシキリ可（［2asakaibakaJi

Jlkiriba］（朝粥を炊いて供えなさいよ）

可アシPaJi］（名）「朝飯」の義か。昼食のことである。朝食のことを、アサ可ポン
アサイー

［2asabon］（｢アサ・ウバニ」の転か）ともいう。古い時代lこは、アシ（朝飯）が朝食を

意味し、従って－日二食の時代であったと考えられるが、後に、アサプボン「朝飯」が、

新しく朝食の意に用いられるに及んで、アシ（朝食）は、昼食の意へとおしやられ、意味

変化し、一日三食の時代へと移っていったものと考えられる。
カンプス

アマイオー可ﾉﾚﾝ［?amaioxruU］（動）「歓えおはる」の義か。神女（サカサ）や神人（ティ

ジリビ）たちが、祭祀の後、一定の所で酒肴を用意して飲食を共にし、神歌を歌い、また

その練習をすること。戦前までは神役（サカサ、テイジリビ）を継ぐ際にも、サカサや

テイジリビの家に集まって神歌の練習をしたという。ユーニガイの後などは、サカサ、

ティジリビたちが、それぞれの家を回り、飲食しながら神歌の練習をする習慣があって、

1955年頃まで、それが続けられていた。

例、カン可プンケーヤムカ可シェーキチゴン、ユーニガイヌー’アトー￣'ウマカマー

丁ナユライオーコリイッケナ可アマイオーッ可タングー［kampVsuDkeX-jamukaJe：

kltJi9oOjumi9ainu2atoX？umakamamajurai2o:ｒｉ？ikkena2amaioxttandaX］

（神人く神役の人＞たちは、昔は、結願祭や世願い祭の後は、あちこちにお集りになっ

て、たし､そう神遊びをして歓えられたよ)。

アライパナ［2araipana］（名）（洗い花米」の義か。神事に用いる花米で、水洗いしたもの。

豊年祭や、ソーニヨイ［somi-joi］（１３，２５，６１，７３，８５歳などの生年祝。誕生祝）などの

神への祈願の際に用いる花米。２，３時間、水に漬けた後、水切りしたもの。

例、アライパナープサバンナイリティ可ンメーマプムローゴリバ［?araipana：

sabanna？iriti？mmexmamuroxriba（洗い花米は茶腕に入れて、少し盛って下さい）
ナカンプレ

アラ丁カー．ウガン［2arakax-2u9aO］（名）アラカー御願。ウブ可マイ［?ubumai］（中岡の西

南、パカヤマ［pakajama］＜墓山＞との境）にある。ヤラブやフクンの巨樹が篭蒼と生

い茂る中に瓦葺きの拝殿がある。拝殿の奥の方に可ウポー［?ubox］がある。普通はミジム
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ミジムトゥ

トウ［mid5imutu］（水源）といわれ、水の神を祭ってあるといわれている。アザテー

［2adzateX］（東里家）とヨー可カヤ［jox-kajax］（西原家）の人々が信仰している。伝承に

よると、ヨーー'カヤーとアザテーの先祖がこのお嶽を信仰していたが、ある時の旱I毬に、

同家の畑の上にだけ降雨のあったことから、村の人々も信仰するようになったという。ア

ザテーはヨーカヤーの分家である。ヨー可カヤーの屋敷の東庭は大変セジ高い所で、鳩間

方言では、カンダカー丁ル［kandakaXru］（神霊の高いこと）所といわれている。昔は、ウ

イヌ可ウガンで祈願のあった後、サカサ同）やカンプス（ティジリビ）たちは、カン可

ヌ・ミチ［kannu-mitJi］（神の道）を通ってヨー可カヤーの東庭のビチ丁ルの所に集まり、

カンアサ可ビ［kan-asabi］（神遊び）をしてアマイオーッ可タPmaioxtta］（歓えなされた）
－

といわれている。農耕の神として同家で祭られている。豊年祭の西村のカシ可ラ［k9Jira］

(旗頭）はトゥニムトゥ［tunimutu］（｢根元」の義。東里家）で祭られ、保管されている。

東里家から分与されたのが東村のトゥニムトゥ［tunimutu］家といわれる、友利家（トゥ

ムレー［tumurex]）で祭られている、アンヌ・ムラ［?annumura］（東村）のカシうう

［k9Jira］（旗頭）で、代々同家でそれを祭り、保管している｡‐これらはミジムトゥ
ミジムトゥ

[mid5imutu］（水源）信仰と関連しているといわれている。カシラも西村のそれは女性

を象徴し、東村のそれは男,性を象徴している。

アラシ・コーシ［2araJi-koxJi］（名）「蒸し菓子」の義。糯米を約６時間、水に漬けてふやか

し、一旦とり出し、水きりをして搗き臼に入れて杵で搗き、粉にする。これを、クー可・

バリ［kuxbari］（｢粉割り」の義か）という。製粉することである。この粉に黒糖（ツフ

１．サダ［ffu-sata]）を薄く削ったものを混ぜ、よく操んでアラシ・バク［2araJi-p§ku］

（蒸し箱）に入れて蒸しあげて作った菓子。四角の食パンの大きさに切って食した。美味

であった。昭和40年頃まで作っていた。特別な行事の際に作った。

アン可ガマ［2a99ama］（名）「姉さん」の義か。お盆の中日と送りの日に、獅子舞いに伴

なって踊る、一団の仮面仮装集団。木の葉で仮面を作り、タオルを頬かぶりにし、クバの

葉扇を持った翁と蝿を先頭にして、変装した青年男女が続いて踊る。男女とも頬かぶりし

て、クバ笠を深く被り、男は女装、女は男装して、うら声をつかいながら地謡を回り、ヒ

ヤリクヨイサーサーサーと言って踊る。踊りを催促して踊ったりする。

イーパイ［2ixpai］（名）位牌。先祖伝来の位牌は、ウブ・イー丁パイ［2ubu-iXpai］（｢大きな

位牌」の義）といい、上下二段に分かれた、先祖の個人の木牌を奇数枚横列に並べて安置

する木製の枠組になった位牌のことをいう。黒塗りの枠組に、朱塗りの木牌が嵌めこんで

あるが、巾約２センチ、長さ約10センチの木牌の正中には通常、「帰真霊位と」金粉のエ

ナメルで書き、裏面に氏名と享年が墨書されている。イーパイを安置する所を、トゥクニ

［t9kuni］（仏壇）という。これは必ず二番座に設えられる。又個人用の小さな位牌を、

イーパイヤー丁マ［2i:paijaXma］（小さな位牌）という。葬式のときに作られるものを、ツ
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スイーー'パイ［ssuiXpai］（白位牌）という。例、ヤーム可トゥヤーナーウブ・イーパイ可

ヌアッ可タン［jaXmutujamax2ubu-ixpainu2atta､］（本家には、大位牌があった)。大

位牌をグヮンス［gwansu］（元祖）ともいう。
いきりょう

イキ可ロー［?ikiroX］（名）「生霊」の義か。現代では、原義で用いられることは少なく、卑

罵語として用いられているのが普通である。対人に、または話題の人物の行為、,性質、状

態をののしる際にいう。例、ウンザー可イキロー丁ヌカタチニブー可［?undzaX

？ikiromuk9tatJinibu:］（あいつはイキローのようになっている)。イキ可ローマー

シ可ノ）にikiro：maXJino］（イキロー野郎めが）

イチバン可ヤク［?itJibanjaku］（名）「－番擢」の義。パーレー［paxrex］（爬竜船）を漕ぐ際、

舳先の方に乗って漕ぐ人、一番漕ぎ手のこと。この人の漕ぐペースに合わせて、リズムを

取りながら漕ぐ。また、イチバン・ヤクは、折り返し点のブイを回るとき、舳先から擢を

外側へ出し、進行方向と逆の方向に力強く漕ぎ回すと船の旋回が早くなる。パーレー可ヤ

イチバン７ヤクナールカカ可ル［paXre:ja2itJiban-jakunaXruk9karu］（爬竜船は一番漕

ぎ手の力量にかかっている)。

イツァ可・カウ［?itsa-kau］（名）「板香」の義。巾約1.2センチ、長さ約１５センチ、厚さ約

１．５ミリの板状の線香。１枚が約６本の線香になるよう、縦に溝が掘ってあり、正式の祈

願の際、３枚、５枚、７枚の板香を楚いて、コーロに立てる。神事祭祀では、このイツァ

カウ（板香）を用いるのが一般である。例、イツァブ・カウプスム可トゥコシキタ

テイ司り［?itsakaupVsumutuJlkit9tiri］（板香一本、火をつけて立てなさい）

イツァン可パイ・キー［?itsampaiki:］（名）ヒサカキの－種か「まさき」のこと。葉はゲッ

キツに似る。各家の庭木や、生垣用に植えてある。ニン丁ガイ・キー［ni99aiki:］（｢願い

木」の義、神行事や仏事の祭、神前、仏前に活けて供える樹木）とも言われる。例、イ

ツァン可パイ・キーヌパーゴカカイゴキーティパナン可グミナッシバ［2itsam-paiki:．

、ｕｐａｘｋ§kaikixtipana99uminaJJiba］（イツァンパイ木の葉をもいできて、祈願用

の花米に差しなきいよ）

イリクヌ丁・ティー［2irikunuti:］（名)。お盆の獅子舞いの時、吹奏される笛の曲名。獅子

元の家から各家へ回る際に、神歌として笛だけで二度吹奏される。「入子の笛」の義であ

ろう。アンガマ踊りが若衆たちによって踊られ、祖霊を慰め回ることから、念仏歌と共に

渡来した芸能であることが推定される。この笛の音によって、次に回る家の人に獅子舞い

の迎え入れの準備をさせたものである。
イヌ

可イン［?i､］（名）戊・十二支の第十一番目。イン-1デイ・マリ［?indi-mari］（戊年生れ)。

イン可デイ・ブス［2indipVsu］（戊年生れの人)。例、インプデイ・プソーヨーイン可

ヌ・バタティアザリテイ可イッケナ可バタッ可ファーン可ツォー［?indi

pVsoXjo：２innubatati2adzariti2ikkenabataffamtso:］（戊年生れの人はねえ、「犬
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の腸」と言われて、非常に腹暗いく立腹しやすい＞そうだ。犬は腸が短いので、よく吠え

るといわれている)。

インク・ニガイ［?iOku-ni9ai］（名）「隠居願」の義。神役を退くために、可ヤマヤマ

［jamajama］（御嶽御嶽）の神に祈願する祭祀儀礼･老齢と健康上の理由により、隠居願

いの祈願を、村を通じて行なう。それによって後任の神役が生まれるという。在任中に後

任の話をすすめると、カントゥンＷ－［kantu99aX］（神よりの罰）が与えられるという。
－

マトゥシントゥリリーリバインクニガイソーラバ可ルナル［tuJinturioXriba

２iUkuni9aisoxrabarunaru］（お年もめしておられるので、隠居願いをしなければなら

ない＜すればぞなる＞)。

可インピキ［2imbiki］（名）「縁引き」の義か。地縁的関係を示すもので、何かの縁で、例え

ば祝儀などのやりとりをする関係をさすといわれている。嫁のやりとりをするとき、嫁の

里方との間に成り立つ関係などをいう。例、丁インビキテイスモー丁アズ可カーブ

ネーカタトゥヌ可ピキドゥ可ナリブーブミーPimbikitisumo:？adzukaxbunexkatanu

plkidunariｂｕｘｍｉＸ］（インビキというのは、言うなれば母方とのピキに相当している

んでしょうね）

ウイヌ1.ウガン［2uinu-u9a9］（名）「上のお願」の儀、友利御嶽のこと。『沖縄文化財調査

報告書第70集』（沖縄県教育委員会）に、次のように記述されている。「トゥムリウガン゜

異称ウイヌ可ウガン、『琉球国由来記』記載の名称友利御嶽、所在地字鳩間福堂。祭

神神名ヲトモリ御イベ名大ザナルガネ。由来由来不二相知一（『琉球国由来記』)。

鳩間島では最も古い御嶽である。鳩間を建てたという英雄義左真主が創建した御嶽であ

るといわれている。各御嶽の中で最高位にランクされ、他のすべての御嶽のく神＞の存在

する場所であると考えられている。トゥムリウガンには、他の御嶽の香炉が置かれており、

祭祀や儀礼もここでのみ行なわれるものが多い。トゥムリウガンで祈願することは、他の

すべての御嶽での祈願に相当する行為であると考えられている｣。

ムトゥ可ウガン［mutuu9aO］（元お嶽）ともいう。歌謡語では、トゥムル［tumuru］（友
ナカンブレ

利くお願＞）と歌われている。鳩間島の「お願」の中'し､となる所で、中岡の東側の森の

中にある。フクン［のVku9］（福木）やガジ可マル［9ad5imaru］（椿樹)、マー可二

［mami］（黒枕榔子)、クバ［kuba］（びろう、蒲葵)、その他雑木が密生して昼でも薄暗

い。神域は石垣を二重三重に積みめぐらしてある。中心部の所に丁ウボー［?ubo:］（｢威

部」の義か）があり、そこへ通ずる道の入り口にパイ可デイン［paidi9］（｢拝殿」の意か。

小屋根付きの門）がある。そこにはコープロ［koXro］（香炉）が据えてあり、男性はそこ

から内へは入れない所といわれている。どうしても必要があって、そこから内部へ男性が

入る際は神に祈願をしてから入るが、その際の条件は、マラタリ可ムヌ［maratarimunu］

（魔羅たれ者)、アティナシ可ムヌ［2atinaJimunu］（無分別者）としてであった。従って
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男性は禅を外して、ぶらぶらさせながら入らねばならなかったという。拝殿の北側には、

メー［mex］（庭）と呼ばれる空間があり、そこでキチゴン［k9tJi9o9］（結願祭）のブドゥ

ル［buduru］（踊り）やキョン可ギン［kjoO9i9］（狂言、劇）などの余興が行なわれた。庭

の北側にはウブプヤー［?ubujax］があり、ユーングマ丁ル［ju:O9umaru］（夜籠り）をして

祈願する所である。そこには神棚が設えられていて、コーロ（香炉）が置かれている。そ

して南側に小窓が開いていて、ウポーヘのお通しの祈願ができるようになっている。庭で

バンコを設えて舞台とし、ウボーの方向に向いて奉納芸が演ぜられろ。その際、ウブヤー

が楽屋の機能をはたす。部落民はメー（庭）の東と西に、それぞれ東村の人、西村の人が

桟敷を作って座り、上演される奉能芸能を観劇したものである。
ウ

ー'ウー［?ux］（名）卯。十二支の第四番目。コウデイ・ブス［?udi-pVsu］（卯年生れの人)。

ウー可デイ・マリ［2uXdimari］（卯年生れ)。例、可ウデイ・プソーチャー７メーウー

サリ・ハー可サリシェー可ティアーゴクンダームンドープヤナーヨヌ［?udi．

pVsoxtJaxme：２u:sariha:sariJexti2aZkundamundoXjanamu］（卯年生まれの人は、

いつも、はいはいといって、頭を低くしているから、喧嘩は起こらない）

プウガン［2u9a9］（名）「おがみ」の義か。「お願所」のこと。お嶽・鳩間島では、ウタキと
モト

は言わない。必ずコウガンという。ムトゥプ・ウガン［mutu-u9aD］（｢本お願所」の義。友

利お嶽のこと。単に可ムトゥともいう。歌謡では、トゥムル［tumuru］と歌われてい

る)、ピナイ可．ウガン［pinai-u9aU］（ピナイお嶽)、アラー'カー．ウガン［?arakax-u9aD］

(あらか－お嶽・ミジムトゥ［mid5imutu］ともいう）、マイドゥム７ﾉレウガン

［maidumuruu9aU］（前泊お嶽、タビヌ丁．ウガン［tabinu-u9aO］＜旅のお願＞ともいう）、

ニシ丁ドーウガン［niJido:u9aO］（西堂お嶽)、フナコバル・ウガン［のunabaru-u9aO］

（船原お嶽）等がある。『琉球國由来記』には、「友利御嶽」と「ヒナイ御嶽」のフタヤマ

［のUta-jama］（二嶽）が記載されている。

ウク可ジ［?ukud5i？ukusu9］（識を起こす。銭をひいて神意を占う）とか、リジバルン

［?ukud5ibaru9］（薮を割る。蕊を組み合わせて神意を占う）等のように用いる。カン

ヌ－１マイナーウクプジバローッリ［kannumainaX？ukud5ibaroXtta］（神前で御

籔を割って占いなされた）

ウクリにukuri］（名）「送り」の義。柤霊送りのこと。精霊会の三日間、柤霊たちを各家に

迎えて孝養を尽し、供養した後、三日目の夜中に霊界へ送ることをいう。仏壇に供えたも

ののお初と、ムルムルのお初を籠に入れ、香炉の線香を三本抜き取って戸外に出、屋敷の

西側の道に置いて拝んで送った。夜中を過ぎて、一番鶏が鳴くと、祖霊たちは帰れなくな

るので、午前零時を過ぎると、早々とウクリの準備をして送った。

可ウサイ［2usai］（名）「お菜」の義か。御馳走のこと。祭祀に供える御馳走にも、酒の肴に

対してもいう。ヨイ可ヌ丁ウサイスコールン可［joinu？usais9koXruO］（お祝いの御
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馳走を作る)、サキヌー’ウサイノーンナーー'ヌ［s9kinu？usainomnaxnu］（お酒

の肴になるもの、何かないか)。ウサイ丁ヌゴー丁カジツファイミッリン［2usainu

9o:kad5iffaimittaO］（御馳走の数々、あらゆるものを食べてみた）

ウサンギ・ソッコー［2usa99i-sokko:］（名）「おし上げ焼香」の義か。最終回の法事で、「こ

れでおしまい」の意をもつ。これによって祖霊は、「神」に変身すると信じられている。

法事の中でも最も盛大にとり行なわれる年忌焼香。この法事を済ませると、死者は、子孫

に対して、あれが不足、これが不足という、供養上の要求をしないようになるといわれて

いる。例、ウサンギソッコーンシーオーシ可シケーバノーンううスクーンナーン

可タシキン可ヌ可キムーンユル丁シ－１カンナローリッファプマーンケンカルイ

スコー丁リヨー［?usaD9i-sokkoXnJiXoxJiJlkeXｂａｎｏｘｎ①VsukumnaxntaJlkinnu

kimumjuruJikannaro:riffamaX9keOkaruisVkoxrijox］（終り焼香もしてさしあげて

ありますから、安心して神様になられて、これからは、子や孫たちに嘉例をお付け下さい

＜幸福を与えて下さいね＞）

ウシ［?uJi］（名）丑。十二支の第二番目。ウシデイ・ブス［2uJidipVsu］（丑年生れの人)。

ウシデイ・マリ［?uJidimari］（丑年生れ)。例、ウシデイ・プソー丁チニヒジェーラ

ウシダマリテイ可ムニーン丁ビーンナー丁ヌ［?uJidip9so：tJiniCid5exra2uJida-

maritimunimbiXnnamu］（丑年生れの人は、常日頃からおし黙って、物言いも、口論

もない）

可ウサンダイ［2usandai］（名）「おさがり」の義か。神仏へ供えたもの、供物を引き下げて

後、人間が食するとされているもの。供物を下げることを、ピクン［plku9］（ひく）とい

い、お膳を下げることを意味する。シキ・カウ［Jlki-kau］（供えの香)、ピキカウ［pjki

kau］（引き香、下げ膳の香）によって、供物を供えたり、下げたりした。例、ムール可シ

丁ウサンダイツフアイ［muXruJi？usandaiffai］（皆で御馳走を食べなさい)。

ウツァナ可クPutsanaku］（名）白粉餅。大きな神事や豊年祭などの神行事の祭に用いる供

物の一つ。例、プー可ルン・ドーレ・ヌウブ・ニンガイヌ可ピンマーウツァナブクン

スコーリソーッ可タ［puxrundoxre-nu？ubuniO9ai､nupimma：２utsanakuns9ko:ri

soxtta］（豊年祭などの、大きな祈願の時には、ウツァナクも作られた）

ウテイン可ガビPuti99abi］（名）「打ち紙」の義。紙銭のこと･霊界の通貨と考えられてお

り、法事の際、親戚縁者から３枚と線香３本、花米１合が贈られる。それを供えて、焼い

てあげることによって先祖供養がかなえられると信じられている。ウテイン丁ガビの原料

は藁や古畳を利用するといわれ、黄色または黄褐色の馬糞紙。大きさは約18センチ×22セ

ンチ｡それを二つに折って､カビシキガニ［kabiJlki-9ani］（紙つき金、紙うち｡）を槌で

打って銭型をつけた。横に５個、縦に７個または９個の銭型を押しつけた。銭型をつく時

は、それば重ならないよう注意させられた。重なったのは、欠け銭となって、祖霊たちは
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受け取らないと言われていた。ピン可ガン［piO9a9］（彼岸、春分、秋分）のときに焼きあ

げる紙銭だけは、贈られた死者個人のワタリサー［watakVsax］（へそくり）になるので、

紙銭を焼くことを忘れるなといわれていた。

ウブッ可カルにubukkaru］（名）「大きな明り」の意。陽光･新生児を初めて産屋から出し、

太陽の光にあてる際の、柔らかい陽光をいう。その時、祖母が、ピング［pi99u］（へぐ

ろ）を新生児の眉間か額につける。これを、パンシキ可ルン［panJlkiru9］（判をつける）

といい、これで新生児が悪霊にとりつかれることはないと信じられている。例、ウブッ丁

力ルウガマコスン［2ubukkaru2u9amasu9］（陽光を拝ませる）

ウブシキン・ガナリ［2ubuJikiD-9anaJi］（名）「大きなお月様」の意にも用いられる。童謡

に［2axrukara2a:rioxru2ubuJ1kiO9anaJix？ukinanjaimantiraJoxriXho:XixtJox9ax］

（東から上ってこられるお月様、沖縄も八重山も照らして下さい）と謡われている。月に

神様が宿っておられると信じられている。十五夜には、シキマチコル［JlkimatJiru］（月

祭り）の祈願も行なわれる。

ウブプテイダ［2ubutida］（名）「大きな太陽」の義。太陽のこと。アガテイダにa9atida］

（『真赤な太陽』の義で、炎天下の意）ともいう。ウブ丁ティダウガマ丁スンにubutida

？u9amasuD］（太陽く太陽神＞を拝ませる）のようにいう場合は、恵みをもたらす太陽神

の意味あいが強く、アガテイダ［?a9a-tida］という場合は、灼熱の太陽、すべてのものを

焼き尽す太陽の意に用いられ、負の意味あいが強く働く。

可ウボー［?ubo:］（名）「威部」の義。ヨウガンPu9a9］（御嶽）の内部にある最も神聖な場

所。サカサ同）以外の人は入ることが厳禁とされている。ウポーには香炉があり、神の

依代とされる巨木、岩などがある。囲りに神木のクバ（蒲葵、びろう）やマーニ［maXni］

（黒桃榔子）が密生している。特に必要があって、男性（テイジリビなど）がそこへ行く

時は、禅の前を垂らして、無分者であることをよそおう必要があるという。

ウヤザプヌ・ニガイ［2ujadzanu-ni9ai］（名）「鼠害が発生すると、友利御嶽において駆除の

ための祈願がなされた。その際、村ヤクサたちがウヤ可ザPujadza］（鼠）を捕獲して、

板やクバの柄で小舟を作り、豚肉、鶏肉、神酒、ハナ米の御馳走を添えて鼠を乗せ、お嶽

での祈願が終えると島の西の崎から流した。小舟を流すとき、鼠の神様に、クヌ丁シマー

ツファイムヌンナー可ヌ丁シマングマー可ティ丁クナーヤタタラン丁バインヌ．

ホー可ナインヌ・クニ可ナマー丁ピンユチク丁ヌクニヌ可アリペー可テイプウマナ

オーリ丁タトヨリ［kunuJimaXffaimununnamuJimaU9umaxtikunaXja

t9Ltaramba？innu-hoxna2innukuninamaxbinjutJikunukuninu2aribeXti？umana

2oxritatoxri］（この島は食べ物もなく、島も小さいので、ここでは生活できないので、

西の方に、西の国に、ここよりもつと豊かな国がありますので、そこへ行かれて生活して

行って下さい）と祈願する。
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オー丁シ［2o:Ji］（名）「１日藩時代の村役場」をいうが、鳩間島では、旧鳩間国民学校敷地、

現在の鳩間公民館の敷地をいう。旧藩時代の人頭税は、そこで徴収され、検査を受けたと

いわれている。スク可マ［sVkuma（稲の初穂祭）には、オーシの護岸の上に早朝からサカ

サ［s§kasa］（神司）が座して待機している所へ、夜明けと同時に西表島からサバニで初

穂を持参した村人たちが、サカサの前にそれを献上するために駆け登ってくる。マイ丁ヌ

ガッコー可ヌシキチェー可ムカシプヌオーシ丁ヌ可アトゥヤローッ可タツォー

［mainu9akkomuJ9kitJexmukaJinu？oxJinu？atujaroxttatsox］（前の学校の敷地

は、昔のオーシの跡であったそうです)。オー可シナーテイルニングゾーノー可ヤ

ウサコモーッタ［20xJinaXtiruni99udzomox-ja2usamoxtta］（オーシにおいて、年貢上納

はお納めになられた）

カーヌ・ニンプガイ［kaxnu-ni99ai］（名）「井戸の願い」の義。インヌ・カー［?innukaX］

（西村の村井戸）は、ナカン丁テー［nakantex］（仲本家）の人が、ウイヌ・カー［2uinu

kax］（上の井戸）は、カザケー［kadzakex］（加治工家）の人が、アンヌ・カー［2annu‐

kaZ］（東村の村井戸）は、クメー［kumeX］（小浜家）の人が祭った。カーヌ・ニンガイ可

ユンミジニー可ナルニガイオーシ可タ［kamuni99aijummid5iniznaruni9aioxtta］

（｢井戸の願い」も壬の日に祈願なされた)。インヌ・カーヤ可ナカン可テヌプスヌー’

ニガイオープリウイヌ・カーヤ７カザケヌ可プスヌー’ニガイオープリアンヌ。

カーヤプクメーヌ可プスヌプニガイオーッ可タ［2innu-kaxjanakantenupVsunu

kadzakenuni9aioxri2uinu-kaxjap9sununl9aloxrl ２annu-kaxjakumemu

pVsununi9aioXtta］（西の村井戸は仲本家の人が祈願され、上の村井戸は加治工家の人が

祈願され、東の村井戸は小浜家の人が祈願された)。

カウ［kau］（名）「香」の義。線香のこと。イツァコ・カウ［2itsakau］（｢板香」の義。巾約

1.2センチ、長さ約15センチ、厚さ約1.5ミリの板状の線香)、ピーマチ・カウ［pi:matJi‐

kau］（｢日待ち香」の義か。長時間香をたく必要がある時に用いる)、タキカウ［t§kikau］

（｢竹香」の義。竹ひごの先端部が線香になっているもの。イツァ可カウとともに、沖縄在

来の線香といわれている)、ヤマトゥ可カウ［jamatukau］（大和香）などがある。普通は、

線香３本ずつ立てて祈願するが、重要な祈願では、イツァ可カウ（板香）を３枚、または

５枚と重ねて焚き、コー可ロ［koXro］（香炉）に立てて祈願する。例、カウ・ヤーンツァ

ン可シキ可夕ティティパラリ丁ル［kau-jamtsanJlkit9titiparariru］（線香だけで

も、焚いて、立ててでないと行けないよ）

カキンプグ［k9kiU9u］（名）「格護」の義か。ヤー可ヌカキン可グ［jaXnuk9kiOOu］（家の保

護。暴風対策。家の補修、修理保全)、イキムシコヌカキン丁グ［2ikimuJinuk§kiU9u］

（家畜の保護）などのように用いられる｡例、タイフーマヌキーベ－７テイヤープヌ

カキン可グシーシキ可ラ［taiのumukixbe:tijaxnuk9ki99uJiXJlkira］（台風が来

－６４－

Hosei University Repository



ろので、家の台風対策をしておこう）。七十歳以上の人々が使用する。
カノト カノェ

可カニー［kaniX］（名）「金の兄」の義。「金の弟」（辛）も含めていう。庚。十二支の第７

日と第８日をいう。ニンガイ可グトー可カニーナーンナ'ハスパジェーアラン可カ

ヤー［ni99ai9utoxkanimamnarisupad5ex2araUkajax］（願いごとは庚の日にもでき

るのではないだろうか）

カビシキ・ガニ［kabiJlki-9ani］（名）「紙搗き金」の義か。馬糞紙に銭型を打ちつけるため

に用いられる道具。木製と鉄製がある。直径1.5センチ、長さ約12センチ程の円柱状の型

棒。底部は銭型の鋳型状になっている。これを木槌などで打って搗き銭型を作る。例、

ワー可ピマーヤル可カーカビシキ・ガニコシーウティン可ガビシシ丁キツフィー

リ［ｗａｘpimaXjarukaxkabiJlM9aniJix？uti90abiJikkiffixri］（君は、暇なら、紙搗

金で紙銭をついてくれ）

カビヤキムヌ［kabijaki-munu］（名）「紙焼きもの」の義。紙銭を焼きあげるための容器、

器具。金属製の小型の金盟に、バサ可ヌ・ウディ［basanu-udi］（芭蕉の葉柄）を約１尺の

長さに二本切り揃え、ユシ可キ［juJlki］（ススキ）の生木２本（約30センチ）で、井の字

形に刺し、その上で紙銭を焼くようにしたもの。ススキの可パシ［p9Ji］（箸、長さ約3Cセ

ンチ）を用意し、それで紙銭をはさんで焼く。

カミニン可トウ［kaminintu］（名）「神年頭」の義。旧暦の正月元旦の日の朝、サカサ
カンプス

［s9kasa］（司、神女）やティジリ可ぴ［tid5iribi］（男のﾈﾎ人。「手摺りべ」の義か）がブウ

ガンPu9aD］（｢お願」の義、御嶽）で神様に対して行なう年始の挨拶。新年の報告と、

新年度中の村人の健康と村の繁栄を祈願する。新暦の正月にはカミニン可トゥは行なわな

い。新正月に統一されて後にも、神司の家では旧正月を行なった。

カムラーコマ［kamuraxma］（名）カムラーマ神。「禿神」の義か。頭には、びろう（蒲葵）

のフー可カラ［①uxkara］（椋梠毛。赤褐色）で作った短い鬘をかぶり、クバオンギ

［kubao99i］（葵扇）で煽りながら、子供を多く従えて踊る。この踊りは必ず黄色の着物

を着て踊る。カンラーマに扮する男は、クメー［kumeX］（小浜家）の血を引く人といわ

れている。これも子孫繁栄と豊穣を子祝する芸能といわれている｡

カラマース［karamaxsu］（名）「力塩」の義･健康祈願のため、真白の塩を盃に入れ、山型

にしたものを皿に移し、お膳に入れて床の間のコンコジ［kond5i9］に供えたもの。正月元

旦に家長より、可グシ［guJi］（神酒屠蘇の一種）を戴いた後、カラマースを箸でつまんで

戴く塩。例、可グシーン丁力ミカラマースン可カミバ［9uJix9kamikarama:suX0

kamiba］（神酒も戴き、力塩も戴きなきいよ）

カシコキ［kaJiki］（名）お盆の「送り」の日の夕食として仏壇に供える御飯。糯米のご飯に

アガマミ［2a9amami］（小豆）を混ぜて炊いたもの。クシキ［kuJ1ki］（甑で蒸しあげた御

飯）のように美味であるが、少々硬い。例、ユーボンママーカン可キスコーリ丁マチコ
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ヨー［juxbommaxkaDkisVkoxrimatJijox］（夕飯には、カンキを炊いて供えなさいよ）

カン可ヌ・ミチ［kannumitli］（名）「神の道」の義。伝承によると、フナ可バルパマ［の

unabarupama］（船原浜）から、ウイヌブ．ウガン［?uinuu9a9］（友利御嶽）まで、村建て

の神々が通られたといわれる道がある。それを「神の道」という」という。また、ウイヌ

丁・ウガン（友利御嶽）からヨー可カヤー（西原家）の東のビチルの所へ通ずるカン丁ヌミ

チ（神の道）があって、そこを通ってサカサ同）たちがカンアサ可ビ（神遊び）をされ

たという。

カン丁ブス［kampVsu］（名）「神人」の義か。サカサ［s9kasa］（司)、テイジリ丁ビ［tid5iri‐

ｂｉ］（男の神役を、カン可ブスと称することもある。サカサ（s9kasa］は、沖縄本島の「さ

すかさ」が誰って「サカサ」となったものであろう。例、カンﾌﾟプスンケンヌアツァプマ

ロールン［kampVsuOkennu2atsamaroXruU］（神人たちが、お集まりになる)。

カンプトウ可キ［kamp9tuki］（名）「神仏」の義。鳩間島では、人が死んで三十三年忌を済

ませると神になると信じられている。弔上げの済んだ柤霊は、仏壇に祭られてはいるが、

可ウヤパーブジ［2ujapa:bud5i］（｢親母大父」の義。祖先神のこと）と称えられ、神として

子孫を守護すると信じられている。ウサンギソッコ_シーオース可カーウヤププソー

カンプトゥ可キナロー可ル［?usaU9i-sokko：ＪixoZsuM2ujapusoxkampVtukinaro:ru］

（弔上げく三十三年忌＞の焼香く法事＞が済むと、柤霊は神仏になられる)。
キノエ

丁キニー［kinix］（名）「木の兄」の義。甲。十千の第１日、第２日を含めていう。兄、弟を

区別しないで、丁キニーの一語でいう。クンドゥブヌニンガイ可ヤーー,ヌーニナノレアタ

ル可カヤー［kundununiO9aijanuXninaru？atarukaja:］（今度の祈願は何の日に当るの

だろうかねえ）

クー・可．ピキ［kuxPlki］（名）「粉砺き」の義。ムチマイ［mutJimai］（糯米）を一定時間水

に漬けてふやかし、それをウー可キ（桶）の上にアジプマー［?ad5imax］を置いて、イソー

シ［?isoXJi］（石臼）を乗せ、糯米を石臼に入れて臼を回わし、水を少しずつ流しこんで

硬く゜乳液状の汁が桶に溜まると、それをミリキン可グ（メリケン粉）の袋に入れて水切

りをする。袋の上に石臼をのせておくと、’晩で水切りが完了し、デンプンがとれる。こ

れを成形して蒸すと餅ができる。

クープ・バリ［ku:bari］（名）「粉割り」の義。糯米や梗米を一定の時間（６～８時間）水に

漬けた後、水切りをして、搗き臼に入れ、杵で搗いて製粉すること。粗く割れた時点で取

り出し、ソーキ［soxki］（箕）に入れて、－１シノーーJinox］（筋）にかけ、残りを再び臼に

入れて搗き、製粉すると、メリケン粉のような細かい粉ができる。ミリキンブグ

［mirikiO9u］（メリケン粉）のなかった頃は、餅を成形する際にこれを用いた。

丁グシ［guJi］（名）「御水」の義か。酒のこと。神仏に供えた酒の意に用いる。サキ

［s9aki］（酒）は酒の￣股的呼称。ヨグシカミー1リ［guJikamiri］（神酒を恭し〈頭の上
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まで持ち上げて、いただきなさい）というが、サキ（酒）の場合は、サキヌミ［s9ki

numi］（酒を飲め）のようにいう。儀式や改まった場面では可グシ［guJi］を用い、日常的

場面では、サキ［s9ki］を用いる。可グシサイゴバ［guJisai-ba］（神酒を注ぎなきい

よ)。

可グシ・パナ［guJi-pana］（名）神仏に供える酒と花米（米のお初）のこと。神事や仏事

（法事）の際に供えられる酒と米で、酒は白磁製のカン可ピン［kambi9］（燗壜）にイッ

チー［?ittJix］（一対)、花米はジブリ［d5ibuku］（重箱）にｌ合、３合、５合、９合のよ

うに入れて神前や仏前に供えるもの。例、ヨグシパナーンスコーリマチ可［guJi-

panaxnsVkoXrimatJi］（神仏に供えるお酒や花米を用意して、お供えしなさい）

丁グソー［9uso:］（名）「後生」の義。死後の世界。グソーン可．ブス［9usoXm-p1su］（後生

への旅。死出の旅、葬式）などという。ソーランコヌウヤププスンケーヤシンザ可バ

アイ丁クシー可グソープヌコシトゥカタ可ミオー丁ルツォー［soxrannu

２ujapVsuUkexjaJindzaba？aikuJix9usomuJltuk9tami2oxru-tsox］（精霊会の柤

霊たちは、キビを担ぎ棒にして苞を担いで行かれるそうだ)。

プクバン［kuba9］（名)、昔は牛肉の燥製を用いたというが、戦前戦後にかけて魚の傳製を

用いるようになっている。約１センチ角で、長さ約10センチに切ったもの。それを７本ま

たは９本に束ねて、クバン皿に入れ、塩とニンニク（ピル［piru]）三片を添えたもの。

クバンを束ねたものを、ムリクバン［murikuba9］（盛りクバンの義か）という。ムカー’

シュークバンブマーウシヌ可ニクシゥカイオーッリ［mukaJeXkubammaX2uJinu

nikusikaioxtta］（昔は、クバンは牛の肉を使われた）

グワンⅨ［gwansu］（名）「元祖」の義。祖先。先祖。位牌。グヮンス可グトゥ［gwansu‐

gutu］（元祖事、祖先を祭る法事)･グヮンス可ムチ［gwansu-mutJi］（先祖供養をすべき位

牌をもち、継承しなければならない人)。グヮンスサバ丁キ［gwansu-sabaki］（元祖を捜す

こと。血筋をただして、元祖を祭ること。ユタやマサンギンソー［saO9insox］などの、ム

ヌブシリ［munuJiri］（物知り）に頼んで、先祖供養の不足分を補足したり、元祖を正した

りした。

コー可ロ［koxro］（名）香炉。神や祖霊を祭るために、線香を立てるのに用いる、灰や砂の

入った陶磁器。直径約17-18センチの広口の鋺型のものが、ウブコー丁ロにubu-koXro］

（大香炉）といわれており、香炉は大型のものほど子孫繁栄につながるといって喜ばれる。

一番座のザーマトゥク［dzaX-tVku］（床の間）のコープロは、コン丁ジン［kond5i9］（｢根神」

の義か）といわれ、家の香炉として継承される。家には、代々のコーロと、妻が嫁入りし

た際に里から分けてたてたコーロや家の女たちの香炉がある。個人の香炉をたてることを、

コン可ジンタテイ可ルン［kond5int9tiruU］（根神をたてる）といい、娘が嫁入りしてい

く場合に、里の香炉を廃して、その灰を持って婚家で新たに香炉をたてるが、里の家の香
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炉を廃することを、コン可ジンピクン［kond5implkuD］（根神を退く）という｡

ザーアタコル［dzaxataru］（名）「座当たり」の義。座敷担当の意。西村、東村より各２名選

ばれた。豊年祭や結願祭などのような大きな村行事の際、桟敷の準備、舞台設営、友利御

嶽でのユードゥーシの際の諸準備等をとりしきった。また、ヤク可サの指導のもとに、供

物のカマブク［kamabuku］（かまぼこ）やりバン［kubaO］の準備に当たった。例、キチ

ゴンヌ丁ピンマーザーアタ可ローヤーカープジラ-1ムスカリクーヨタ［kjtJi90nnu

pimmaxdzaXataroxjaxkaxd5iramusukarikuXta］（結願祭の時は、ザーアタルは各家か

ら莚を借りてきた)。

プサーダカ・マリ［saxdakamari］（名）霊力が高く生まれついた人。虚弱体質の人で、神が

かりしやすい人。日常的に、そのような雰囲気をただよわせている。例、プサーダカマリ

シーフ句プソー可ヨーイッケナ可ムヌプミルンダ_［saxdakamari-sixbupVsoXjo

x2ikkenamunumirundax］（生まれつき霊力の高い人はねえ、よくモノ＜生霊や死

霊＞を見るんだよ）

サカサ［s§akasa］（名）ツカサ同）の義。神司のこと。神女。一定の血統（可シジ［Jid5i］

（＜筋、血筋＞、ピキ［plki］＜血族＞）より、￣定のマウガンPu9a9］（御願、御嶽）

のサカサが生れる。サカサになることを、可ヤマダクン［jamadakuO］（御嶽をいただ

く）という。サカサになる女性は普通から、-1シジダカマリ［Jid5idakamari］（霊高き生

まれ）といって、神霊が懸依しやすいといわれている。丁サーダカマリ［sazdakamari］と

もいう。特定の御願のサカサに欠員が生じた場合、それぞれのピキ［pjki］（ひき、血統）

のお願で祈願をし、ウクリ・バリ［2ukud5ibari］（神籔を占い)、後継者を決定したり、

または、コシジダカマリ［Jid5idakajari］（セジ高〈生れついた人）で、病弱な状態が続い

た場合、石垣島の可サンギンソー［saD9insox］（三世相）やユタ［juta］（神がかりの状態

で神仏と交流することのできる霊能者、坐女）に観てもらい、継ぐべき神司職を決めても

らうことがある。また、本人が神がかり状態となって、神司職を継ぐべき御願の神意を告

げることもある。こういう状態を、フダマルン［のudamaruuU］（神がかる）という。例、

ﾌﾟドゥクビョー可ザーナリベー丁テイムヌ可シリトゥキユタ可ヌヤーギームヌ可

ナライシティ丁キーカンヌ可・マインッサリプウクプジパリティ丁ヤマダ

コーツ司夕［dukubjoXdza：naribextimunuJiritlJkijutanujaX9iXmununarai

Jltiki：kannu-Inainssari？ukud5ibaritijamadakoXtta］（あまりにも病弱であった
とき

ので物知り、時ユタの家に行って、物習いをしてきて、神の前にも申し上げ、神籔を弓|い

て占っていただいて、山を抱かれたく神司職につかれた＞）

ツサバー可ヌ・ニガイ［ssaba:nu-ni9ai］（名）「草葉の願」の義。米、麦の葉が枯れる病気に

罹らないように祈願するもの。ニンガチニンガイ（二月願い）の中で祈願される。米や麦

の葉を「草葉」と言うところは、植物分類を、民俗的には「草」と認定しているところか

－６８－

Hosei University Repository



ら、苗の段階の稲や麦を示していることになる。この時期降雨が少ないと緑の葉が黄変し

て稲は生気を失ない、枯れていくので、それを防ぐ意をこめて祈願する。
サル

丁サル［saru］（名）申。十二支の第九番目。可サディ・ブス［sadi-pVsu］（申年生れの人）ヨ

サデイ・マリ［sadimari］（申年生れ)。サン可ヌ・パー［sannupaX］（申の方向。西南西)。

例、サンプヌパー丁シノーミドー丁ン・ツファヌシティントン［sannu

paxJino：midomffanuJ9tintoU］（申の方角く屋敷の中の南西の角＞は、出戻り女

く娘＞の捨て所く家を建ててやる所。建ててやってもよいと言われている所＞だ）

可ツサレー［ssarex］（名）①知らせ言。言上ごと。申し上げごと。②それをする人。パマウ

リソージの前々日、村のヤクブサ［jakusa］（村役人）の中の誰か罰、声色を使って知らせ

ごとをして回る。その言上する内容は「あさっては浜下りソージに当っているから、竈の

辺りを掃除して、火の用心を怠りなくして下さい」ということである。人々は、それを神

の使者として対応した。ツサレーツサレ－（申し上げます）といって各戸を回った。→パ

ウマリソージ。

可サン［saO］（名）呪具の一つ。①ユシキ［juJlki］（すすき）の茎を十字形に結んだもの。

田畑に播種した後、それを差して魔除けとした。畑に差す場合、角の方から三歩内側へ進

んで差すといわれている。可シチ［J4tJi］（節祭）のときは、それに桑の枝を添えて家の四

角の軒に差した。②藁しべやロブー［buX］（苧麻糸）で十字形に結んだもの。これは、

神仏への供物を運ぶ際、道中の魔除けとして添えておくのに用いる。また家の中にあって

も、食物などに悪霊が欲しがって手につけないように、魔除けとして膳などに添えておい

た。フタデイル［のVtadiru］（蓋付旅）などに昼食を入れておく際にも、このサンを添え

ておいた。例、ユシキブヌプフキシブサンユイテイ可パタ可キナ丁ツシシケー

［juJlkinuのVkiJisanjuitip9takinaJJi-Jlke:］（ススキの茎でサンを結んで、畑に

差しておいてある。

プサンシキ［sanJlki］（名）「桟敷」の義。プー可ル［puxru］（豊年祭）のゾーラキ［dzoXraki］

（芸能）が上演される所。海岸道路と東村と西村の境界道路の交わるアイ丁ザムトゥ

Paiazamutu］（合流点・交差点）の東南の空間。ピナイ御嶽の東側に位置する。1960年

頃まで、周囲３メートルを超える巨木が二本、海岸側へ大きく枝を伸ばしていたが、大型

台風で、このアコーキーにako:kix］（アコウ）も幹から折れて枯れてしまった。ピナイお

嶽のヤラブの巨木が折れた時と同じ台風による被害であった。

豊年祭は、この空間で東村と西村のカシヨラ［k9Jira］（旗頭）を立てておき、東、西対

抗のゾーラキ［dzoXraki］（芸能)．可バウ［bau］（棒踊)、シナ可ピキ［Jinapiki］（綱引き）

が行なわれ、その海岸では、パーレー［paxrex］（爬竜船）が漕がれた。

可サンボー［sambox］（名）「三方」の義。お盆や、可シンズク［Jindzuku］（四十九日の法事)、

ジュー可・サンニンキ［d5uZ-sanniOki］（十三年忌)、ニジュー・グニンキ［nid5ux．
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９uniDki］（二十五年忌)、ウサンギソッコー［2usaO9isokkox］（三十三年忌）などの法事に、

シンー'ザ［Jindza］（砂糖キビ）を束ねてムルムルにし、それを乗せて供えるのに用いる台。

脚付きの台で、前方、両側面に直径約５センチほどの円形の穴をあけてある。

シー［Jix］（名）「精」の義か。キー可ヌシー［kixnuJiX］（木の精）などのようにいう。

木に宿る精霊のこと。ガジマルの古木、大木には精霊が宿っているといわれる。昼でも、

ガジマルや福木の大木の下で寝ると、体が金縛り状態になることがある。これを、木の

シー（精）に、ウソーリン（襲われる）という。ガジマル可ヌッサーン可ナニブー'カー

キー可ヌシーンコウソーリン［9ad5imarunussaXnnanibukaXkimuＪｉｍ？uso:riO］

（ガジマルの下に寝ると木の精に襲われる）
キヌ

シーシ可ヌ・キン［JixJinu-kiD］（名）「j師子の衣」の義･獅子頭につけて、獅子舞いをするの

に用いるもの。サミ［sami］（月桃）の幹を打ち裂いて乾燥し、これ絢って縄にし、目の

粗い網を編んで、それに芭蕉の皮を打ち裂いて乾燥した繊維を結えて獅子の着物とした。

サミの代りに、フーカラで絢った縄を用いることもあった。これは西村、東村の子供たち

が、盆の月に入ると集まって準備をしたものである。

シ－７シ・マーシ［JiZJi-maxJi］（名）「獅子舞わし」の義。シープシ・パー可シ［JixJipaxJi］

（獅子はやし）ともいう。普通、獅子頭を持つ人と、尻尾を動かす人の二人で舞われる。

ビーロビ、ビーロビー、という一定の曲に乗せて、百獣の王よろしく、ゆっくりと力強く

舞うことによって、悪霊を祓い、邪気を祓うものと信じられている舞い方と、モーヤーな

どの歌曲にのせて踊ることによって、祖霊を慰める舞い方があるといわれている。

シーシ・マツ司り［JixJi-matsuri］（名）「獅子祭」の義。お盆の中日に、ダイケー（大工家）

と、クメー（小浜家）で行なわれる獅子供養の儀式。可グシ・パナ［guJipana］（酒と花

米）を供え、香を焚いて行なわれる。当日夕刻、化粧され、飾りたてられた獅子頭の前に、

当家の家主が供物を供え、香を焚いて祈願する儀式。それが済んで後に獅子舞いが行なわ

れる。獅子祭りの酒は、集まった人々にふるまわれた。

可ジー・シンカ［dliXJiOka］（名）「地臣下」の義。地謡衆の意。シンブカ［JiOka］（臣下）は、

鳩間島では、カツシン・シンカ［k§tsuJinJiDka］（鰹船の乗組員、仲間）などのように、

ウヤ可カタ［?ujakata］（親方）に対する。組合員、仲間の意味に用いている。三味線音楽

に秀れた者たちが、その道の先輩を中心にして地謡のグループを結成し、日頃から暇をみ

つけて練習に励んだという。結願祭や豊年祭にも、地謡として活躍した。

ジーヌギ［d5ixnu9i］（名）「地抜き」の義か。旅先や海上などで死んだ人の霊は、落命（臨

終）の地に落ちて迷い、成仏できずに苦労していると信じられている。従って、できるだ

け早く、その地へ行き、地の神や龍宮の神に祈願して、霊を解放してもらい、成仏させる

ための祭事を行った。老婆やサカサに頼んで祈願してもらうか、ユタを頼んでジーヌギを

してもらうこともある。祈願の仕方を誤まると、なかなか霊界に通らないこともあるとい
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う。

可シジ［Jid5i］（名）「セジ」の義。神霊のこと。シジダカ・マリ［Jid5idakamari］（生れつ

き神霊の憲きやすい人。霊力の高い人)、サーダカマリ［saxdaka-mari］（霊力の高い人)、

シジダカー可ン［Jid5idakax9］（形）（霊力が高い）などのようにいう。

例、ウヌ．プソー可シジプヌタカーコテイビー可ラーン［2unupVsoxJid5inu

t9kaxtibiXraxO］（その人はセジが高いので、体が弱く、病弱である）

シジダカー可ン［Jid3idakaxD］(形）霊力が高い。人や場所などにいう。御願（家嶽）などは

樹木がうっそうとおい茂り、クバの木が生え、福木やヤラブの巨木が密生していて、そこ

へ行くだけでも鳥肌がたつような雰囲気をただよわせている｡例、ウガン可マーシジダ

カーン丁トンヤリバー’ウマーペーン可ナグー可［2u9ammaxJid5idakam・ton

jariba2umaZpexnnada:］（お願く拝所＞はセジ高い所だから、そこへ入るなよ)。
ツチノエ

シチプニー［JltJiniX］（名）「土の兄」の義。「土の弟」も含めていう。戊。十干の第５日と

第６日をいう。例、ムヌスクル丁ヌニン可ガイヤルンダ可シチブニーナアティテイコ

ニガイオー丁ルカー可ミサン［munusVkurununiO9aijarundaJitJinima2atiti

ni9ai？oxrukaXmisa9］（物作く農作物＞の祈願だから戊の日にあてて、その日を選んで

祈願されると、よい）

シチヌ１.カン［JltJinukaO］（名）「土の神」の義。土地には、その土地を支配する神がい

ると信じられている。従って、特定の土地を利用して何かをする場合、その土地の神の許

しを乞う祈願をしたり、特定の地で落命した場合、ジー・ヌギ［d5ixnugi］（その土地に

落ちている霊を、士の神、所の神に祈願して、その霊を然るべき所へ移動させる祈願）な

どを行って、シチヌ可カンに対する儀礼を怠らない。

シデイ可ミジ［lidimid5i］（名）「孵で水」の義。若水のこと。正月の元旦の早朝、村井戸か

ら水を汲んできて、それで洗面すると長寿になるといわれていた。誰も起きないうちに、

インヌカー［2innukaX］（西村の村井戸）から水を汲んできた桶を、一番座の軒下に置い

て、それで家族の者が洗面した。シディ可ミジシ可シラアライティル丁ニントゥーン

ソーッリ［Jidimid5iJiJira？araitirunintumsoxtta］（若水で顔を洗って年頭の祝詞

も述べられた)。
つとめて

シトウムテイヌプ・パイ［Jltumutinupai］（名）「朝の拝」の義。午前５時頃に行なわれる

祈願のこと。ユナカプヌ・パイから、シトゥムテイヌ・パイの間には飲酒、歌舞が行われ

るが、中には仮眠をとる人もあった。夜通し三味線をひき、大鼓を打ち鳴らしつつ神歌を

歌い、民謡の数々を謡いながら睡魔を払って徹夜の祈願をしたのである。これが済むとサ

カサをやティジリビたちや有志の人たちは、サカサを先頭にしながら御嶽を下りて家路に

つくのである。

シナブピキ［Jinaplki］（名）綱引き。豊年祭の最終日、東村（雄綱）と西村（雌綱）に分れ
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て豊年予祝の綱を引く儀式。プールの第三日、朝から各村の青年たちが各戸から徴収した

稲藁で大綱を作る。大綱は耳の部分に藁束を巻きこんで、直径30センチ程の大綱に作って

あるもので、雄綱、雌綱の耳を重ね合わせてカヌチポー［kanutJiboJ（｢閂棒」の義）で

固定して引く。雄綱、雌綱を合わせることは、生殖行為と信じられている。その際、シナ

ヌブ・ミン［JinanumiO］（綱の耳を寄せる儀式）を寄せ、東村（男性）からは五穀の入っ

た篭を西村（女`性）ヘ渡し、西村からは神酒の入った瓶を東村へ渡す儀式のあった後に綱

引きが始まる。アラブシケー［?arabuJikeX］（東大城家、大工家）の血を引く女性やイラ司
一

プレー［2iraburex］（西原家）の血を引く女性が西村のシナヌ可ミンの女性役になった。シ

ナ丁ピケーインタヌﾖカツカーユガフゴツオー［JmapikeX2intanuk9tsukaxju9a

①utsox］（綱引きは西村が勝つと豊年だそうだ）

シマム可チ・ユームチ［JimamutJi-juZmutJi］（名）「島持ち世持ち」の義。スー丁ダイ（総代）

のこと。昭和30年頃までは、島の－年間の神行事を取り行うことが島の行政を意味してい

た◎戦時中に部落会長が誕生するまでは、スー可ダイが島の行政責任者であったが、戦後

の町制移行に伴ない、部落会長、区長、公民館長へと変化していった。かつてはシマムチ

ユームチになることが最高の立身出世であったことが、民謡の中で謡われていることから

も知られる。男子が生まれると、シマムチ・ユームチにして下さいと祈願した。

シラシグトウ［JiraJi9utu］（名）「神仏の知らせごと」の義。犬が普通と変わった鳴き声で

鳴くと、その犬の向いた方角の家に何か゛起きるとか、鶏が変な鳴き方をするとき、その

向いた方向の家に異変が起こるとか、鳩など鳥類が家の中に飛んで入ると異変が起こると

いわれているのも、神仏の知らせごとだといわれている。イン可ヌナーブイシーベープ

ヌヌー丁ヌシラシグトゥヌゴアルカヤームヌシリ丁ヌ可ヤーギープミリ［2innu

naxbuiJixbexnunuxnuJiraJi9utunu2arukajaxmunuJirinujax9imiri］（犬が長吠

えしているが、何の知らせごとがあるのかしら、物知りの家に行ってみてごらん)。

ジル可クンチ［d5irukuntJi］（名）「十六日祭」の義。グソーヨヌソンガチ［gusoXnu

soO9atJi］（後生の正月）といて、鳩間島では盛大に柤霊を供養した。墓の周囲の掃除を

し、雑草を取り除き、木の枝うちをして、浜から砂を運び、墓前に敷いて当日を迎えた。

当日は餅（ツス可ムチ［ssumutJi］＜白餅＞、可バタムチ［batamutJi］＜餡餅＞等)、豚肉、

カマブク［kamabuku］（かまごこ)、リク［t9ku］（蛸)、ティン可プラ［timpura］（てん
ハナゴメ

ぶら）などの御馳走と、サキ可［s9ki］（i酉)、パナン可グミ［pana99umi］（初米)、ウテイ可

ガビにutiD9abi］（紙銭）などをバキトゥリ可ブンに入れて供え、墓前で紙銭を焼いて祈願

した後、ご馳走をいただいた。一族が墓前に集まって会食し、親戚の墓前へも、丁グシパ

ナ［guJipana］（酒と初米)、カウ［kau］（線香）三枚、ウテインゴガビ（紙銭）三枚、白

餅三枚、丁ウサイ［2usai］（｢お菜」の義か。魚やかまぼこ等）をブス７．サラ［p9su息sara］

（－m）持参して供えた。嫁は里の墓前に供える際、特に重箱に餅と魚や肉類なども詰め
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て持参した。パトゥ丁マナテージル可クンチェーグソー丁ヌー'ソンガチティシープ

イッケナセイダイニソーップタン［p§tumanatexd5irukuntJe：９usoxnusoO9atJiti

Jix2ikkenaseidainisoxttaU］（鳩間では十六日は後生の正月といって、非常に盛大にな

された)。

ジンバイ［d5imbai］（名）「膳配り」の義。キチゴン［kltJi9oD］（結願祭)、プー可ル

［puxru］（豊年祭）のような、大きな村行事の際、各家から膳やⅢなど、神祭りに必要な

什器類、什物類を借りたり、返却したりする係。最も年少の者が当った。西村、東村より、

各２名が選ばれた。祭りの当日は、供物の運搬等にも従事した。

例、ジンバイヤ可メーイッチンプトゥシプヌバカーブムンドゥナッコタヨー

［d5imbaijamex2ittJintVJinubakaxmundunattajo:］（配膳係は最も年の若い者が

なったよ)。

スーダイ［suxdai］（名）「総代」の義。部落会長に相当する役職。現在では公民館長がそれ

に相当する。部落行事の総責任者。シマム可チ・ユームチ［JimamutJi-jumutJi］（島持ち

世持ち）ともいう。昭和30年頃まで、島の新年第一回の部落常会で選出されていた。西村、

東村の総代表で、島の神行事や部落の行事について、サカサやティジリビと相談してとり

決め、執行する責任者であった。これに選出されることは大変名誉なことで、部落へのお

礼として、常会の席で酒を寄贈するのが習`慣であった。

スクヨマ［sVkuma］（名）新米の初穂を神に供える祭事。旧暦５月のミジニー［mid5iniX］

（壬）の日を選んでとり行われた。その年の稲作の稲穂の色づき具合を見ながら、ピュー

ル［pjuXru］（日どり）をとった。スクマの前日、鳩間島の人々は西表北岸のター・タバ可

ル［taX-tabaru］（田原、田地)、ターコスク［taXsVku］（田づくり）の各自の小屋に泊って、

朝の暗いうちに稲穂を積んで船出し、鳩間島のマイ可ズニ［maidzuni］（前の曽根。リー

フ）のあたりに碇泊していて、夜明けと共に一斉にオー可シの浜に船を着けて、稲の初穂

を持ってサカサ［s§kasa］（司）の前に供える。百艘ほどのプイダフニ［?idaのuni］（板舟、

サバニ）が稲穂を積んで、帆を張ってオーシの浜に向う光景は誠に壮観であった。初穂を

サカサに供えた後は家に帰り、ピナカン［panakaO］（火の神）に初穂を供え、トゥクニ

［tVkuni］（仏壇）にも供えて報告し、感謝すると共に、無事に収穫が終えられるよう

祈った。家での祈願は、ブナルンガン［bunaru99aO］（ヲナリ神）と称される、戸主の姉

妹が当った。その日の夕方には新米を精白して作ったイバプチにibatJi］（｢飯初」の義。

円錐形に成形した米飯。おにぎりの一種）を３個ずつ皿に乗せ、親戚の家の仏前にも供え

させた。スク可マが終ると、ピラキ［piraki］（ピダキともいう。笛のこと）やドゥラーン

［durax9］（銅蝿）等を打ち鳴らすこともよいと言われていた。また、田の畦の枯れ草を

燃してロカマイ［kamai］（猪）が田に近づかぬようにすることもできた。スクマ可ヌ

オー丁ルカ可ピダキーンドゥラーンユンブウティミサンティアゾーップタ可ヨー
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ムカ丁シプソー［sVkumanu2oXrukapidakimduraXJlju2utimisanti2adzoxttajo：

mukaJipusoX］（スクマが来られたら、笛も銅鍵も打って鳴らしてもよいと言われたよ、昔

の人は）

スクミ［sVkumi］（名）「仕組み」の義。リハサールのこと。豊年祭や結願祭の時に、踊り

や狂言（キョン可ギン［kjoO9i9］＜劇＞のこと）の練習をするが、バングブバリ

［ba99ubari］（番配り、番組割、プログラム）に従って、総仕上げの練習をすることをい

う。例、丁アツァースクミヤルンダキュー丁ヌウチ可ナーブドゥルキン可スコー

リ［2atsaXsVkumijarundakjuxnu2utJinaxbudurukinsVkoXri］（明日は仕組みだか

ら今日中に踊り衣裳を準備しなさい)。

ﾂｽﾌﾟ・ムチ［ssumutJi］（名）「白餅餅」の義。神事や法事に用いる餅は、白餅で、中に餡

を入れないのが一般である。ヨイ可ヌムチ［joinumutJi］（祝い餅）には、バタォムチ

[batamutJi］（餡餅）とかアガムチ［2a9amutJi］（赤餅）などが作られた。例、ソッコー可

ヌピンマー ツス可ムチジブ可クナイリテイ可マツォーッタ［sokkox．

､upimmaXssumutJid5ibukuna2iritimatsoXtta］（焼香く法事＞のときは白餅を重箱

に入れて供えられた）

ｿﾞｰｼｷ可ﾇ・ﾆﾝ丁ｶﾞｲ[dzoXJikinuni99ai］(名)｢雑色の願い｣の義であろう｡｢村役人の
ニンガチニンガイ

ために、祭事がスムース|ことり行なうことができるように祈願する」もの。二月願いの中

で祈願される。「蔵人所に属する下級職員、下役人」に擬して「雑色」という語が使われ

たとすれば、かなり古い時代の祭儀を反映しているものとみられ、注意すべき祭祀という

ことができる。農村の村役人を「雑色」と表現したハイカラなことばである。

ソーニ可チ［somitJi］（名）「正日」の義か。ピン-1ガン［pi99aO］（彼岸）のように、１週間

に及ぶ期間の中の、本当の彼岸の当日にあたる日をいう。ピン可ガン・シキ［piD9an-Jlki］

（彼岸の月)、ソープラン・シキ［soxranJjki］（お盆月）に入って後の、本当の彼岸の日

のこと。個人や各家の都合によって、彼岸だけは、その期間のいずれかの日に行ってよい

と言われている。ピンガン可マーシチプヌサーギペープルカソーニコチアランプタン

テインシー可ミサンテイアザリブープ［piD9ammaxJjtJinu-sa:gipeXrukaxsoxnitJi

？arantantinJixmisan-ti？adzaribux］（彼岸は、その期間にさえ入ったならば、正日で

なくても、やってよいといわれている。

ゾーラキ［dzoXraki］（名）「常楽」の義か。特に豊年祭における西村と東村との競演芸能に

対していう。豊年満作で、「ユートピアを希求する人々の芸能」の意であろう。例、プー

ルナー可ヤインヌムラアンヌムラキッ可スシーゾーラキソーッ可タヤー

［puZruna:-ｊａ？innumura2annumurakissuJixdzoxrakisoxtta-jax］（豊年祭には、

西村、東村が競争してゾーラキをなさっよ、知っているでしょう）

ソー可ラン［soxraO］（名）「精霊」の義。精霊会、お盆の意。旧暦７月13日（ンカイ・ビー
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[?UkaibiX］＜迎え日＞)、同１４日（ナカヌ可。ピー［nakanupix］＜中の日＞)、同１５日

（ウクリヌ・ピン［2ukurinupiO］＜送り日の日＞）の３日間にわたって行なわれる先祖

供養の祭祀行事。鳩間島では、旧暦の７月をソー可ラン・シキ［so:ran-Jlki］（精霊会の

月）と称して、その月には神事に関する諸々の行事はタブーとされている。旧暦７月７日

を、タナバタ［tanabata］と称し、その日には墓地を清掃したり、日頃から延び延びにし

ていた法事等を、ピュール［pjuXru］（日より。吉日）に関係なくとり行なうことが出来

ることになっている。毎年廻ってくるソーランには、人々は「あの世」からの死者の御霊

を各家に迎えて、孝養のかぎりを尽くすために「念仏歌」を歌うのである。柤霊は、目に

は定かには見え給わないが、あたかも眼前に祖霊がまします如〈に語りかけたりして、心

をこめて念仏歌を歌いあげるのである。

旧暦７月13日はンカイ・ビー［?UkaibiX］（お迎えの日で、朝から仏壇を清掃したり、

供え物を飾りつけたりする準備を始める。イーパイ［2hpai］（位牌）を洗ったり、．－丁

ロ［koxro］（香炉）の灰を取り替えたりする。供え物は普通、ソッコー可ムー［sokko:-

ｍｍ］（｢焼香物」の義か。線香３枚と、ウテイン可ガビ［?utiO9abi］＜打紙、紙銭＞３枚、

米一合を重箱に入れたもの)、ムルムル［murumuru］（｢諸々」の義か。甘薦く砂糖き

び＞を７，８寸の長さに切ったものを約10本程束ねて、プサンポー［sambox］に乗せ、果

物や木の実を差して飾ったもの－対）などである。それにサキ［s9ki］（酒）と、パナン可

グミ［pana9gumi］（花米）を揃えて仏壇に供え、ンカイズーシ［29kai-dzuXJi］（迎え雑

炊）を供えると柤霊を迎える準備は完了する。柤霊を迎えるには、バラフリ［baraの

Vta］（稲藁）の穂の部分を曲げて丸めて縛り、その中にウキル［2ukiru］（燦）を入てう

チマラ可シ［のVtJimaraJi］（煉らせ）て、ペーラブフチ［pe:raの1tJi］（入口、門）の右脇

に添えておく。これは人がその火を跨ぐことがないようにとの意味であるという。祖霊た

ちは、藁の煙りをたどって、家々に降りてくるといわれている。それで、藁の煙が、なる

べくたくさん出るように心を配ったものである。柤霊が迎え入れられると、戸主を中心に、

家族一同が仏壇の前に座り、蹄いて合掌し、三日間、孝養を尽させて下さいと祈ってから

会食した。分家筋の者も集まつめ会食した。その日の夕食は、できるだけ早めにとった。

お盆の日、特に迎えの日は、腹が空いて、ひもじいと感じると、その人の魂が体（肉体）

から抜けやすいと信じられていたからである。夕食がすむと人々は、ニンブ７ツァー

［nimbutsaX］（念仏歌）を歌ったり、先祖の話をしたり、親戚を廻ったりして柤霊を慰め

る。夜の11時頃になるとユナカ・シー可ムヌ［junaka-JiXmunu］（夜中の吸い物）を供えた。

食事を供える際は必ずブー可ソー［buxsox］（添え御飯）を、膳の外に置いて供えた。そし

て、これは女'性しか食べることはできないといわれていた。お盆の三日間は、仏壇に線香

の火が消えると、ピーリ・ポール［pi:riboxru］（冷えぴえ）しているとして嫌った。その

ために、線香の火を絶やさぬために、ピーマチカウ［pixmatJi-kau］（「日待ち香」の義か。
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直径約５ミリ、長さ約25センチほどの大きな香。長時間を焚く際に用いる）を焚いた。

ナカヌブ．ピン［nakanupi9］（中の日）は、朝食にアサカイ［?asakai］（朝粥）を供え

る。午前10時頃に、サーサー可フキ［saz-saX①Vki］（お茶うけ）を供え、正午には、－１アシ
アサイー

［?aJi］（｢朝飯」の義か。昼食のこと)、午後３時頃Iこぃサーサー可フキ、午後６時頃に、

ユーボン［juXbo9］（夕飯）を供え、夜中の午前零時頃に、ユナカシー可ムヌを供える。こ

うして祖先供養をすることを、ソ－１ラン．マカナイ［so:rammakanai］（精霊会賄い）と

称している。中日の晩は、翌日のウクリ［?ukuri］（送り）の焼香に必要な餅やアラシ．

コーシ［?araJi-koxJi］（｢蒸し菓子」の義）を作るために、女たちが、グー可ピキ［kuXplki］

（約半日水につけた糯米を石臼で賑くこと）をして準備した。

男たちは、夕方になるとシーコシ・マーシ［[JixJima:Ji］（獅子舞い）の準備をする。西

村の獅子は「雌獅子」で大工家（ダイケー［daike:]）が家元。東村のは「雄獅子」でク

メー［kumeX］（小浜家）が家元である。シーシ可ヌ・キン［Ji:JinukiO］（獅子の着物）は、

西村、東村の子供たちが、お盆の月に入ると同時に、バサ可ヌ・カー［basanu-kax］（芭蕉

の皮）を剥いで槌で打ち、乾燥させておいた。それを使って獅子の着物を編みあげた。お

盆の中日には、獅子元の人や村ヤクサたちが獅子頭の色を塗りかえて，獅子元の家の一番

座の東縁に飾っておく。夕方になると村人が獅元の家に集まってくるとシーシ・マツ司り

[Ji:Jimatsuri］（獅子祭り）をして、獅子舞いに移る。

ニンブ可ツァー（念仏歌）のシザ丁ヌ・クイ［Jidzanu-kui］（兄の声)、ウシトゥ丁ヌ・ク

イ［?uJjtunu-kui］（弟の声)、ンゾーニンブツァー［?､dzoxnimbutsax］（無蔵念仏歌）が歌

い終るころ、どこからともなく、アン可ガマ［?aO9ama］（アンガマ踊りの一団。仮装変装

集団）たちが、シ－丁シパー可ソーリ［Jixlipaxsoxri］（獅子舞いをして下さい）と、裏

声をつかって催足する。すると、可ジーシンカ［d5i:JiOka］（地謡衆）が中庭の筵に坐って、

ムヌン可グイ･ウタ［munuU9ui-uta］を歌う。歌の文句に合わせて、家の中から、筵を出
ウマツ キシルタバクウミキウサイスナイ

し、火鉢を出し、煙管、煙草、御酒、御馳走、すなし、（酢の物、なます）を出して、最後

に、ブドゥル［buduru］（踊り）の出番となる。アンガマ踊りは、こうして始まるのであ

る。アンガマたちは、変装、仮装して、翁と蝿に続いて出る。仏壇の正面からナカグスー’

ク［naka9usVku］（ひんぷん）の側まで、片膝（左膝）を立て、腰をおろし、木の枝やク

バ扇を持った両手を体の右側に流して待機している。地謡がニンブプツァー［nimbutsax］

（念仏歌）を謡い出すと、それに合わせて、片足を交互に上げ、両手をそれと反対側へ振

り下ろしながら、ヒヤリクヨイサーサーサーと声をかけながら左回りに踊る。これが済

むと獅子舞いに移り、モーヤーを踊って、次の家へと移動する。移動する時は、ミチウタ

［mitJiuta］（道歌）を歌って移動する。夜明け近くまでかかって各家を回って祖霊を慰め

たものである。

７月１５日は、ウクリヌピン［2ukurinupiD］（送りの日）である。供え物は、中日のそ
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れとほず同じであるが、正午の可アシ［2aJi］（昼食）は、ピサシズー丁シ［plsaJidzuxJi］
コーズーシ

（豚肉、魚肉、カマポコ、ニンジン、昆布などを刻んで炊いた雑炊。強雑炊）をそなえ、

夕食には、カシ可キ［kaJlki］（糯米の御飯に小豆を混ぜて炊いた強飯）を供える。夜には、

ユナカソッ丁コー［junaka-sokkox］（夜中焼香）をし、カビヤキ［kabijaki］（紙銭を焼くこ

と）もして柤霊を送るのである。ユナカソッコーには、分家筋からもソッコームを供える。

家族全員が正装して焼香するが、その際、コーロも定位置より下ろし、茶湯用茶碗も下ろ

して紙銭を焼く。焼き終えたら、グシ（酒）と茶をかけて火を消し、米を三つかみ入れて、

可パイ［pai］（拝）をする。そして供えた御馳走を箸でお初をおこし、拝をして終える。

これが終ると、仏壇のムルムルから、供え物一切を下ろし、ムルムルの一部を籠に入れ、

線香を抜き取って戸外に出、西の道路の側に置いて祈願し、祖霊たちを送るのである。か

くてお盆行事は全過程終了するが、子供たちは篭を持って家々を回り、シン丁ザコー７

ソーリ［JmdzakoXsoXri］（砂糖きびを恵んで下さい）と裏声をつかって、キビを集めた。

シン可ザクイ可ブス［Jindzakuipusu］（キビを乞ふ人）が来ると、家の中から外へ投げ

て与えた。これは餓鬼に対する施しであるといわれていた。

ソープラン・シキ［soXran-Jlki］（名）「精霊月」の義。お盆の行なわれる月間の意。神事に

関する一切の行事はタブーとされ、神事について話すことすら忌み嫌われたものである。

ソーコラン・シキに入ると、ニンブ可ツァー［nimbutsax］（念仏歌）を歌うことが許された。

例、ソ－丁ラン・シキベーゴルカーニンフ句ツァーイゾーラリ可タンツォー［soxran

JlkipeXrukaXnimbutsa：？idzoXraritantsox］（精霊会の月に入ると念仏歌は歌えたそう

だ)。

ソッブコー［sokkox］（名）「焼香」の義。祖霊を祭る法事のこと。タンカー・ソッコー

［taDka:-sokkox］（人の死後、一年目の同月同日にとり行なう法事。一周忌。ユヌルー

［junurex］ともいう)、サンニン可キ［sanni9ki］（三年忌)、シチニンプキ［JltJini9ki］（七

年忌)、ジュー可サンニンキ［d5uXsanni9ki］（十三年忌)、ニジュー・グニンキ［nid5ux＿

9uniDki］（二十五年忌)、サンジュー･サンニンプキ［sand5ux-sanniDki］（三十三年忌）な

どがある。

ソッコー-1ム［sokkoXmu］（名）「焼香物」の義。法事などの際、親戚の者が供える一定の品

物。普通、可グシ［guJi］（酒。約３合)、可パナ［pana］（花米、約３合)、ツスー1ムチ［ssu

mutJi］（白餅、約７枚)、ウテイン可ガビにutiDgabi］（紙銭、約５枚）カウ［kau］（線

香、板香３枚）などが供えられた。例、ソッコー可ムシキマチティ可カビン可アビ

オーシ［sokkoXmuJlkimatJitikabin？abi2oxJi］（焼香物を供えて、紙銭も灸って

＜焼いて＞さしあげなさい)。

可ソンガチ・パチニンガイ可［soO9atJip9tJiniU9ai］（名）正月初願。鳩間島の人々は、稲作
一

に従事するために、西表島の北岸一帯へ、四五日泊り掛けで、マイ－１ヌ・トゥー［mainu．
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tuX］（｢前の渡」の義。鳩間水道。西表北岸と鳩間島の海峡）を渡った。その際に島人が

事故に遭遇せぬよう、また風土病に罹らぬよう、健康と安全を祈願した祭祀である。プム

トゥ［mutu］（｢本」の義。本御願の義。友利お嶽のこと）で、ミジニー［mid5inix］（壬）

の日を選んで行なわれた。コソンガチ・パチニンガイヤ一丁ムトゥナーテイルニアガ

イオーツリ［so99atJipqtJini99aijaXmutunaxtiruniU9ai20:tta］（正月初頭願いは友

利お嶽で祈願された）

タキ・カウ［t§kikau］（名）「竹香」の義。竹ひごで作った線香。イツァカウとともにウキ

ナー可・カウ［2ukinax-kau］（沖縄線香）ともいわれる。この竹香はコーロ（香炉）に立て

やすい便利はあるが、竹の芯は燃えかすとして、香炉の砂の中に残るので、法事が済むと、

この燃え残りの部分を取り出さなければならず、不便である。最近では、あまり利用され

ない。現在では、日常は、ヤマトゥ可カウ（大和香）を使う。

タタリ可ムヌ［t9tarimum］（名）「崇るもの」の義。主として成仏できないので浮遊してい

る悪霊が、人間に災いをもたらすこと。例、丁カナーヌビ丁バプガキシネ７－プスヌ

可ブタンドゥマウヌ可プスヌ可タタリムン可ドゥアルツオー［kanaxnubiba9aki

Jine：plJsunubutandu2unupVsunut4tarimundu2aru-tsox］（あそこに首を吊って

死んだ人がいたが、その人の崇りものがあるそうだ)。
タツ

タチ［t9tJi］（名）辰。十二支の第五番目。タチデイ・ブス［t9tJidi-pusu］（辰年生れの人)。

タチディ・マリ［t9tJidimari］（辰年生れ)。例、ウレーブタチ・ディプス可ヤレーティ

ﾌﾞルタチドゥー丁シビリティスムン可ツサヌ ［2ureXt§tJidipVsujare:tiru

t9tJidmJibiritisumunssanu］（その人は辰年生れの人だから、立ち通して仕事をし

て、坐ることく坐って休むこと＞も知らない）

タナバタ［tanabata］（名）「七夕」の義。旧暦７月７日のこと。「たなばた祭」に祭る織女

星の意味はない。その日には墓地を清掃したり、法事等、都合によって延期していたもの

を、ピュール［pjuxru］（日より）に関係なく、とり行なうことができた。鳩間では、法

事の延期は何年でも構わないが、早めに切り詰めることは、不孝として嫌われた。ソッ

．-丁ヤヌビ可ヌバラコサーナーヨヌ［sozkko:janubinubarasaxnamu］（焼香は延

期して悪いことはない)。

タピヌプウガン［tabinuu9aD］（名）「旅のお願」の義･マイドゥムー'ルウガン

［maidumuruu9aO］（前泊お嶽）ともいう。戦前、旅に出る人はこのお嶽の前で手を合わ

せて旅立った。帰省の際にも、船上からこのお嶽に向って礼拝した。出征兵士は、船を－

時このお嶽の前で停船きせ礼拝して出征して行った｡鰹船が盛んだった頃、出漁の初めと

終りには、このお嶽で祈願した。終りの祈願を、スビニンガイ［subini99ai］という。

トウイブミョー［tuimjo:］（名）「灯明」の義。神事の際に神前に供えて祈願する灯火。キザ丁

ク［kidzaku］（ツキガイの仲間か。直径約８センチの貝･円形）のI｣殻に菜種油を入れ、
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木綿糸を１０センチほどに切って燈心にしたもの。神事祈願の際、それに点火して燈した。

例、キザク丁ヌガラプナダニ丁ユーイリテイトゥイ可ミョースコーローうり

［kidzaku-nu9aranatanijuX？iritituimjo：s9ko:ro:ri］（キザク貝の殻に菜種油を入

れて灯明を作って準備して下さい）

可ドウーバダ・ニガイ［｡u:padani9ai］（名）「胴膚願」の義。家族の全員が－年間健康であ

るよう祈願する。ナーピキピキヌサカサ［naxplkipikinus9kasa］（各ピキのお嶽

の司）にお願いして祈願をしてもらった。家長の生年（マリビー［maribi:]）の干支に合

わせて家族全員の健康祈願をした。アツァプヌマリビー丁ナドゥーパダ・ニガイシー

オーサ可ナー［2atsanumaribiXnaduxpadani9aiJiＸｏ:sanaX］（明日の生れ日にドゥパダ

願い」をしてさしあげようね)。

トウニムトウ［tunimutu］（名）「根元」の義か。鳩間島では、豊年祭の旗頭を保管している

アザテーにadzatex］（東里家、ヨーカヤーの分家）とトゥムレー［tumurex］（友利家）を

トゥニムトゥと称している。伝承によると、もともと西村のヨーカヤーの人がミジムトゥ

［mid5imutu］（水源）の神（アラカー御嶽）を信仰して豊作続きとなったことから、同

家に保管されていた雌雄の旗頭の中、雄の旗頭を東村の友利家の希望によって譲られた結

果、村が豊年になったという。

トウム丁ヤク［tumujaku］（名）「艫權」の義。舵取のこと。舵取の用いる擢は普通の權の約

倍の大きさがある。幅約１５センチ、長さ約150センチで、ずっしりと重い。これで船尾を

はねたり、外側から内側へ漕ぎ寄せたりすることによって船の方向を変える。転じてその

擢を使う人に対してもいう。船頭のことである。操船に熟達した人がトゥムプヤク（船頭）

になる。例、パーレー可ヌトゥムコヤコーター可ヤ［pa:reXnutumujako：taXja］（爬竜

船の船頭は誰か)。
トゥラ

トウラ［tura］（名）寅。十二支の第三番目。トゥラデイプス［turadip9su］（寅年生れの

人)。トゥラディ・マリ［turadimari］（寅年生れ)。トゥランパー［turampa:］（寅の方向。

東北方)。例、トゥラデイプスヌブヨーキナイコナーミツァールー’スルーカキナイ

ヤスープヤンツォー［turadi-pusunujo：kinainaxmitsaxrusuruxkakinaija

suxjantsoX］（寅年生れの人が家内に三名揃うと、家内は強いそうだ。悪霊が来ないと信

じられている｡）

トウラヌ・ズー［turanu-dzu:］（名）虎の尾。植物。和名、ヒロハチトセラン。羽状の葉に

横縞があり、虎の尾に似ることから命名されたのであろう。鳩間島では、虎は魔除けとし

て神聖視されている。その家に寅年生れの人が三名揃うと、盤石の備えといわれている。

寅年生れの人がいない時は、好んで虎の掛軸を掛け、虎の刺繍を額縁に入れて掛け、虎尾

を活けるようにした。例、トゥラヌ・ズーヤ可カルイ可ヌムヌ［turanu-dzu:．
￣－

jakaruinumunu］（虎尾は嘉例のものだ。縁起がよい）
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－ トリ

トウル［turu］（名）酉。十二支の第十番目。トゥンディ・ブス［tundi-pusu］（酉年生れの

人)。トゥンディ・マリ［tundimari］（酉年生れ)。例、トゥンディ・プソーワーヨ
ー

トゥルヌ丁アガ可キティアザリ可スコーパタラクン可ティダー可［tundi‐

pVsoxwaxturunu？a9akiti？adzarisVkoxP9tarakuntidaX］（酉年生れの人は、君、

鶏の足掻きと言われるほど働くそうだよ）

テイジリ丁ビー［tid5iribix］（名）「手摺り部」の義か。男で神職につく人･カンマプス

［kampVsu］（神人）ともいう。カンプスは上位概念であり、その下にサカサ［s9kasa］

（神女）とテイジリビー［tid5iribix］（手摺り部、男の神職）がある。各お願にサカサを

補佐する神職としておかれている。友利お嶽のテイジリビは米盛冨太郎氏、ピナイお嶽は

加治工伊佐氏、アラカーお嶽は東里清光氏であった。

丁トーピン［toxpi9］（名）「当日」の義。祭祀の当日、祭祀本番の日の意。鳩間島の大きな神

行事やその他の大きな祭祀は、ユードゥーシ（夜通し)、トーピン（当日、本番)、ブガリ

ノー可シ［bu9arino:Ji］（｢疲れ直し」の義、直会のこと）の順でとり行なわれたという。

特にサカサやティジリ可ビーたちのブガリノー可シは、カンアサ可ビ［kanasabi］（神遊び）

と称して、神歌や、願い口の実習の場ともなったという。

可ナカシザ［nakaJidza］（名）「中兄者」の義か。村の中堅に相当する人達を、若者の立場か

ら言う時に用いる。４０～50代の人たちをさす（特に男性に対していう)。この世代の人た

ちが、村の古老（シザウヤ［Jidzauja］＜兄者親＞の義。親の世代に属する古老。７０～８０

代の人たち）から、村の仕来たり、慣例、制度を習い覚えて、責任をもって、バカ-1ム

ンケン［bakaxmuOkeO]」(若者たち）を指導した。村行事の時は、このナカシザたちが厳

しく若者たちを指導したので、若者たちから怖がられ、尊敬されていた。豊年祭の「棒

踊」の時は、指導が特に厳格であった。例、プールナ司一ヤプナカシザンケーヌオー７

リイッケナ可バウナラーソーッタンダー［puxrunaXjanakaJidzaUkemu？oXri

?ikkenabaunara:soxttandaX］（豊年祭には、中年寄たちがいらっしゃって、棒踊りを、

非常によく教えて下さったよ)。
なかよ

カナプユー［nakajux］（名）「中世」の義か。ウーム・カシにuxmukaJi］（大昔。始祖、鼻祖

の世、世代）の次の世代をさしていう。その家系の中で、中頃の世代をさしていう。今の

世代（eｇｏより３代上位までは、イマ可ユーPimaju］という）と鼻祖の、中間の世代。例、

クン可ネーヤナカコユーナレーラルフノー可ララクシオーッ司夕・ツォー［kunneX‐

janakajuxnareZraru①unozra-rakVJioXttatsox］（この家は中世になって船浦から引き

越してこられたそうだ)。
ナカモリ

ナカン可プレ［nakambure］（名）「中岡」の義。鳩間島は島の中央部lこ三つの岡が形成され

ており、その中の真中にある岡が「鳩間節」で有名な「中岡」である。昔はクバ［kuba］

（蒲葵）が密生していたというが、明治37,38年頃の土地整理の際、測量のために伐採さ
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れたという。その後、クバの植裁がなされたが、太平洋戦争中に再び伐採され、ヤシの高

木が１本残された。敗戦後村人たちの手でクバの植裁がなされ、現在に至っている。

ナン可力［na9ka］（名）「七日）の義。死後、七日ごとに取り行なう法事。第一回を、ア
フタ

ラ・ナンブカ［2aranaDka］（新七日）といい、１１１同次、ブタ・ナン司力［①VtanaOka］（二七
ミー ヨ

日)、ミーナンカ［mMaOka］（三七日)、ユーナンカ［juznaUka］（四七日)、イチナンマ
ーイツ ムー

力［?itJinaOka］（五七日)、ムーナンカ［muxnaDka］（六七日)、可シンズク［Jindzuku］

（四十九日）などがある。他に、ピャーカニプチ［pjaXkanitJi］（百ケ日法事）もある。

可ニョープトウキ［nijoxpVtuki］（名）石垣島の桃林寺の山門に安置されている「仁王像」の

こと。鳩間島では、子供が幼児期に病弱な場合、石垣島の桃林寺の仁王像を拝ませて祈願

をすると健康になると信じられていた。仁王像の法力によって、幼児にとり愚いている病

気の神が抜われると信じられていたからである。例、テイラヌ丁ニヨープトゥキウガ

マ可シクー［tiranunijoXpVtuki2u9amaJiku:］（寺の仁王像を拝ませてこい）
ネ

コニー［nix］（名）子。十二支の第一番目。ニー可デイ・ブス［nixdi-pVsu］（子年生れの人)、

ニーブディ・マリ［nixdimari］（子年生れ)、ニーヌ可・パー［nimupax］（子の方。北)、二

シカジ［niJikad5i］（｢子風」・風の義か。北風のこと)。例、ニープデイマリﾌﾞプソー

イツケンネーランコー可ンゴツオー［niXdimaripVsoX2ikkeDnexra9komtsoZ］（子

年生れの人は、たいへんねばり強いそうですよ）
ナカモリ

ニシ可ドーウガン［niJido:-?u9aU］（名）「西堂御嶽」の義。中岡の北西斜面|こ位置するお嶽・

北東に向いた墓で、伝承によると、宮古島の方向に向いて作られているという。島の創建

者が、宮古から与那国のウニトゥラ征伐に行く途中、鳩間島で休んで力をつけ、与那国征

伐の帰りにこの島に残り、一生を終えたという。死後、可サヤンガタナ［saja99atana］

（鞘刀）と盃が副葬品として埋葬されたという。明治期に入り、伝承に基づいて「お嶽」

として建立された際、仲底家、鳩間家の方々によって墓が開けられたが、その時は、金の

盃と刀剣があったという。そこで、村人と共にその盃で酒を酌み交わそうとした際、盃が

音をたてて割れたので、人々は神意を感じ、それらをもとの場所にもどして墓も密閉し、

神域として代々仲底家の血統による神司によって祭られて来たというが、墓の宝物は盗掘

にあって今はないという（鳩間真吉氏伝承)。

ニンガチ・ニンブガイ［niU9atJini99ai］（名）「二月願」の義。旧暦二月のミジニー

［mid5iniX］（壬）の日にとり行なわれる祭祀。この祭りには、（ｲ)ゾーシキゴヌ・ニン可ガイ

［dzoxJikinu-ni99ai］（村役人のために、祭事がスムーズにとり行なえるように祈願するも

の)、（ﾛ)プアカカラジヌ・ニガイ［2akakarad5inu-ni9ai］（一般百姓のための祈願)、（ﾊ)イ

ニ．アー可ヌ．ニガイ［2iniamuni9ai］（｢稲粟の願い」で、農作物の豊作を祈願するもの)、

(二)アミ・ニン可ガイ［2aminiD9ai］（雨願」の義。農作物のため、十日、十五日ごとの夜雨

を祈願すること)、（ﾎ)マミプヌ．ニガイ［maminuni9ai」（豆の願)、（へ)ミー可シキ・パナシ
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キヌ・ニガイ［miXJjkipanaJlkinuni9ai］（流行病の祈願)、（ﾄ)マイ・ムンコヌ・ツサバー可

ヌ・ニガイ［maimunnussabaxnu-ni9ai］（米麦の草葉の祈願)、（ﾁ)ムシヌニン可ガイ（害虫

の願い）などがとりおこなわれる。例、ニンガチニンガイ可ヤーウブ可ニガイヤロー丁

レーテイマナ可マーダイブプキサリ丁ルオープル［ni99atJini99aija：？ubuni9ai

jaroxreXtimanamaXdaibuklsariru2oxru］（二月願いは、大きな祈願であるので、今

では大分切られてく省略されて＞おられます)。

ニントウ［nintu］（名）「年頭」の義。年頭の挨拶のこと。年始。ニントゥマーリ［nintu

maxri］（年始まわり）、カミニン可トゥ［kaminintu］（神への年始)。元旦の朝、シディ可ミ

ジ［Jidimid5］（｢孵で水」の義。若水）で顔を洗い、家族全員がイチバン可ザー

[?itJibandzax］（－番座。床の間）に集まって、ザ－７トゥク［dzaXtuku］（床の神前）に

供えてある、可グシ［guJi］（神酒）とカラマース［karamaXsu］（力塩）を家長から頂き、

旧年中の神の加護に感謝し、新年度も神の加護のもと、健康で働くことができるようにと

いう祝詞を受ける。妻子も家長に対し返杯して、同様の祝詞を述べる。その後、フルマイ

［のurumai］（振る舞い」の義。正月の御馳走）を頂く。祝詞の大略は次の通り。クトゥ

シンミードゥシ可ンカイオーラプリフコーラサカンヌマイコヌマムリ丁シゥコーッ

タウカ可ギシヤーニン丁ズ丁ドゥーパダキンコー可シパタラカリタブウカプギヤ

ルタ丁シキンー'ヌカンヌ可マイニンシゥカイトゥブフコーラサブアジツサリ可ニ

ガイオーサバ可クズマサルヌイートゥシ丁ナラプシミンタボー可レーティケー

ラ丁ドゥーパダキンコー丁アラ丁シタポーブレーティエンヌユーブンカイル

ユーヤ可マサルヌユー可アラプシタボーコローリグー［kVtuJimmi:duJi

2UkaiozrariのVkoXrasakannumainumamuris1koXtta？uka9iJijaxninindzudu:pada

kiDkoxJip9tarakarita？uka9ijarutaJjkinnukannumaininsikaitu①Vkoxrasa

2ad5issarini9ai2oxsabakudzumasarunu2ixtuJinaraJimintaboxrextikexra

duxpadaki9kox2araJitaboxrextijennujux？OkairujuXjamasarunujuz？araJi

taboxro:ｒｉｄａ:］（今年も新年を迎えることができてありがとう。神様がお守り下さったお

陰で家族一同、体も健康で働くことができたお陰であるから、神様にも、しかとお礼を申

し上げ、祈願申し上げるから、去年にまさる良い年になして下さって、皆、体も健康にな

して下さって、来る年、迎える年は、今年以上の年にして下きいよ)。

ニンブコ・ツァー［nimbutsa:］（名）「念仏歌」の意。ソー可ランの時に歌われる歌で、沖縄

本島の念仏歌が八重山地方へ伝来したものであるといわれている。「念仏者」が原義で、

「彼らが歌う歌」の意に転訓し、今日のように「念仏歌」そのものだけを指すようになっ

たものと考えられる｡ムヌン可グイ゛ウタ［munuD9ui-uta］（物乞い歌)、シザ7ヌ・クイ

[Jidzanukui］（兄の声)、ウシイゥ可ヌ・クイ［?uJ1tunu-kui］（弟の声）などは鳩間島に

伝承されている特徴的な念仏歌であるが、ンゾー・ニンブツァー［?ndzomimbutsaX］（無
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蔵念仏歌、＜無常念仏歌＞の義か）は、八重山地方一円に流布伝承きれている（『沖縄文

化』３６．３７号参照)｡例、ンゾーニンブツアーヤ可ヨー可シマジマニールブンドウ可シ

ザ丁ヌ・クイ可トゥウシトゥブヌ・クイ可ヤペー可シマナールプアルグー可［2ndzoX‐

nimbutsaxjajoxJimad5imanixrubunduJidzanu-kuitu2uJitunu-kuijabexJimanaxru

２arudaX］（無蔵念仏歌はねえ、島々似ているが、シザ可ヌ．クイ＜兄の声．歌＞とウシ

トゥブヌクイ＜弟の声・歌＞は、我々＜聞き手を含む＞の島lこがあるく島にしかない＞ん

だよ)。

ヌキ可ムヌ［nukimunu］（名）「除け物」の義。魔除けのこと。ヤダンマブレ［jadambure］

（和名、フシデサソリガイ、サソリガイ）やプギラ［9ira］（しゃこ貝）は、形態的に女性

性器に似ることから、魔除けとされている。可フル［①uru］（豚舎便所)、可オンケ

［2oUke］（豚舎）に吊しておき、魔除けとした。例、ヤダンー'ブレ（ヤドゥンー'バレーとも

いう）可サイテイヌキ可ムヌシー［jadamburesaitinukimunuJix］（ヤドゥンバレ

を吊して魔除けとしなさい）

可パイ［pai］（名）「拝」の義か。神仏に祈願する際の礼拝の仕方。男女区別がある。神前で

祈願する際、サカサは膝をついて前屈みに坐り、両手を胸の所で合掌して後、畳に軽く７

回ほどたたき、それを５回ほど繰り返えすような行動を続ける。テイジリビは、ひざまず

いて合掌した後、立ち上って合掌一礼をする。これを３回ほど繰り返した後、立ったま、

両手を帯の位置で前方に出し、手首を上に振って、サカサの祈願が終るまで続ける。最後

は、ひざまついて合掌して終る方法であった。

パイ－１デイン［paidiD］（名）「拝殿」の義。ウボーヘ通ずる道の入り口にある小屋付きの門。

コーロ（香炉）が据えてあり、男性はそこより内側へは入れないといわれている。

普通は、そこで香をたき、祈願を行なう。パイディン（拝殿）とウブプヤー［2ubujax］

（大家）の間の空間を、メー［meX］（広場、庭）という。キチゴン［k9tJi909］（結願祭）

には、パイデインの前にサカサ（司)、テイジリ可ビー、バキサカ可サ（脇司）らが坐り、

左右の見物席には村人たちが鳶を敷いて坐り、ウブヤー（大家）の南側にバンコを作って

ステージにし、ブドゥル．キョンギン［budurukjoD9iD］（踊り狂言）が奉納された。ウ

ブヤーは、その際、楽屋の機能を果たした。余興はすべてウポーのある南の方に向いて上

演され、西村と東村が合同でなされた。丁ジーシンカ（地謡い方)、ブドゥルシンカ

[buduru-Ji9ka］（踊り方）が、豊年祭のように対抗して競演することはなかった。
－ ナカモリ

パカヤマ［p9kajama］（名）「墓山」の義。ナカン可プレ［nakambure］（中岡）の西側にある

岡で、福木、ガジマル（熔樹)、ヤラブ（テリハポク)、その他雑木が密生している森。岡

の南斜面の砂岩を利用して、横穴式亀甲墓群がある。各家の本墓が約50基ほどある。十六

日祭は、そこで行われた。パカヤマの頂上部に、コナーマヤーヌヤシ可キ［､a:majamu
-ナーマヤー

jaJ:ki］（長間屋の屋敷跡）がある。約50センチ|まどの石垣の跡が残っている。
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バキサカブサ［bakisakasa］（名）「脇司）の義か。サカサ（司）の側で祈願に必要な道具類
パナングミ

を揃えたり、．－丁パナ［koxpana］（線香や初米）の準備をしたり、アライパナ

Paraipana］（初米を洗って供えるもの）の準備をしたりする人で、サカサの脇で手を合

わせ拝礼する。それぞれのピキ［plki］（ひき、血統）の中のプサーダカマリ

［saXdakamari］（セヂ高生れ）の女性がサカサの側で信仰した。

バキトウリ丁ブン［bakituri-buO］（名）「別け取盆」の義か。神事の際、各お願（お嶽）の祈

願に用いるクムチ［kumutJi］（供物）一式を一つの細長い膳に盛って準備し、運搬したり、

供えたりするのに用いるお膳のこと。幅約33センチ、高さ約６センチ、長さ約90センチで、

イキパナ（活花)、アライパナ（洗い花米)、サードー（茶湯)、トゥイミョー（灯明)、ウ

ツァナク伯餅)、ミキ（神酒)、クバン各一対などを入れておく膳。

バサン丁パームチ［basampax-mutJi］（名）芭蕉の葉餅。芭蕉の葉で包んで作った餅のこと。

芭蕉の葉を、幅約20センチ、長さ約25センチに裂いて、それにデンプンを丸めて作った餅

のたれを置き、その上に芭蕉の葉を幅約１０センチ程の大きさに裂いたものを乗せて包み、

蒸し煮して作ったもの。バサンプパームチェーカー可ヤパギヤッ可サン［basampa:．

mutJexkaxjapa9ijassa9］（芭蕉の葉餅は、皮は剥ぎ取りやすい）

可バタムチ［batamutJi］（名）「腹餅」の義。餅の中に餡を入れたものをいう。小豆の餡を入

れたり、ユナ丁ク［junaku］（麦焦しと黒砂糖を混ぜたもの）を餡にしたり、または、米味

噌を餡に入れたりしたものをバタムチと言った。祝儀には、赤、青のバタムチを作ったり

した。例、プバタムチェーンマーン可ドゥナガタブイヤプナラ可ヌ［batamutJe：

2mmaxnduna9atabuijanaranu］（餡餅はおいしいが、長く保存できない）

パチウクシ［p9tJiukuJi］（名）「初起こし」の義。初仕事。初荷。ソンガチ・パチウクシ

［so99atJi-p9tJiukuJi］（正月初おこし）といって、早朝から出漁して魚を釣ったり、畑へ

出て野菜を採ったりした。午後は酒を飲んで１年の豊漁、豊作を予祝した。，年の仕事始

めの意味がこめられている。

パチウクシシンギーティピーヌ可クシェーラダイプバンホープシケーン

［p9tJiukuJiJiD9iXtipiXnukVJexradaibaUhoxJikexU］（正月の初おこしをしに行っ

て、干瀬の外洋く鳩間島の北の海＞から鰹の大判を釣ってきた)。

パチ可ウク可スン［p9tJi2ukusu9］（句）「お初をおこす」の義。法事の際、仏前に供えた

御馳走を、パイ［pai］（拝）の後に箸で、お重の中から一つまみずつ引き出して、裏返し

にしておくこと。これによって祖霊たちは供物を賞味されたことになるといわれており、

その後に、供え物を下げて家族が食べることになっている。￣'ウサンダイウラ丁シツ

ファイ可Pusandai2uraJiffai］（供え物を下げおろして食べなさい）

パトウ可マレー［p9tumarex］（名）「鳩離島」の義。pqtupanari→p9tumarexと変化したもの。

ホートゥバレー［hoXtubareX］（鳩離）ともいう。主に子供が用いる。西表島船浦湾の湾口
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に位置する。干潮時にはピナイサキから歩いて潮干狩りに行くことができる。無数の野鳩

が島のススキの上、下に巣をつくっており、岩の間にはウミネコがたくさん卵を産んでい

た。昭和40年頃までは、故慶田城勇氏の個人所有の島であった。

パナ丁イキ［panaiki］（名）花活。花器。仏壇や床の間に花木の枝を活けて供えるに用いる

陶製の器。口は直径約５センチ、首が細く、胴まわりが大きい徳利型。両側に耳状の飾り

があり、正面には蓮花の透し彫りがある。イツァン可パイ．キー［?itsampai-kiZ］（ヒサカ

キの－種か。葉はゲッキツに似る）やパナギ［pana9i］（｢花木」の義、クロトン）の枝を、

シキダコチ［JlkidatJi］（朔日)ロズングニチ［dzuO9unitJi］（十五日）に供える。

パナゴギ［pana9i［名）「花木」の義。普通は庭に植裁されているクロトンの枝を切って仏前

に活けるのに用いる。イツァンプパイ・キーは床の間の神前に活けるのに用いた。床の間

の大きなパナプイキ［panaiki］（花活け）には、トゥラヌ・ズー［turanudzuX］（虎尾）を

活けるのを常とした。虎は魔除けとして尊崇され、掛軸にも好んで描かれた。虎尾も、そ

れに因んで活花に用いられた。それに寅年生れの人が揃うと、盤石の備えといわれている。

パナンプグミ［pana99umi］（名）「花米」の義か。神事に用いる米･精米したもので、重箱

にｌ合、２合、３合、５合と入れ、それぞれ、イチンゴー可・パナ［?itJiU9o:pana］（一合

花米)、ニンゴーコ．パナ［niU90Xpana］（二合花米)、サンゴ－１．パナ［saO90Xpana］（三

合花米)、グンゴー1．パナ［gu990Xpana］（五合花米）と称した。例、パナン可グミス

コーリ［PanaU9umisVko:ri］（花米の準備をしなさい）

パマウリソー可ジ［pamauri-soxd5i］（名）「浜下り精進」の義。旧暦３月の庚の日を選んで取

り行われる。バタミチソージともいう。虫祓いの祈願。部落民が総出で丁サンシキ

［sanJlki］（桟敷）に集まり、村役人（ヤク可サ［jakusa]）の指示に従って一斉に就寝し、

村役人の鶏鳴の合図によって起きる。そこで御馳走を食べて帰宅するが、その間、友利御

嶽では神司たちによって「稲の下葉の願」がなされる。これは、友利御嶽で他の四ケ所の

御嶽の分まで「ウトゥープシPutu:Ji］（お通し)」で祈願されるもので、イチプヤマ

PitJijama］（五個所のお嶽）への祈願を各お嶽の方向へ向かって祈願されるものである。

村ヤクサたちは手分けして、イダフニに分乗し、西表島のタータバ可ル［taxtabaru］（田

原）へ行き、ユシキー'ヌ・サン［juJlkinu-saO］（ススキで作ったサン）を田圃の中に差し

て帰る。「浜下り精進」の三日前の夜、村ヤクサたちによって、「ツサレー」（知らせごと）

が行われる。声色を使って、それが誰であると推定できないように「ツサレー」をいう。

真暗な闇の中から、「ツサレーツサレ_」という声が聞こえると、家の中の母親たちが、

「オーにo:］（はい)」と答える。親たちは、それを神の声として、慎しんで応答したも

のである。ややあって、戸外の闇の中から「アシプトーパマウリソープジアタリオーッ

ー'タシキン可ドゥカマチヌーラヌ可カキソージピナカンヌマイ丁ヌアガムノーマ

プヌカキンブグシープタボー丁ローリ」［?aljtoxpamaurisoxd3i2atari？oxtta
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JlkindukamatJinumaxranuk9kisoxd5ipinakannumainu2a9amunoxmanuk9kiO9u

JixtaboxroXri］（明後日は「浜下り精進」に当っておりますので、竈の囲りの掃除、火の神

の前の「赤もの」（火）の格護をよくよくして下さい）というと、家の中の者は「ウプー」

［?ux］（かしこまりました）と答えた。これを全戸に回って唱えたものである。唱え方が

下手な人は、誰だということが分るので、「ツサレー」が帰った後、家の中は咲笑の渦と

なることがあった。それでも親たちは、「シーツ」といって子供たちを害めた。昔は、パ

マウリソー可ジの日に、桟敷で、日頃の行動の悪い人や、女性で、グイブフ．ゾーノー

［9uiのu-dzomoX］（貢納布）の不合格になった者が、トゥン可ガーツファーサローッ司夕

［tuD9axffaxsaroxtta］（｢科をくわされた｣。罰を与えられた）といわれている。

バラフ司夕・ピー［baraのVtapi:］（名）「稲藁火」の義。お盆の初日の夕方、祖霊を各家に

迎え入れるために焚く火の煙。門の西側の石垣に添えておく。稲束の穂の部分を曲げて中

央部で縛り、その中に襖を入れて擦らせ、煙ができるだけ多く出るようにしたもの。例、

ウヤププソーバラフ可タ・ピーバモーシティ可ンカイオープル［2ujapVsoXbara①Vta．

pi:ｂａｍｏ:Jiti20kaio:ru］（先祖の霊は、藁火を焚いて、お迎えなさるのだ）

パンガマイシ［paU9amaiJi］（名）「羽釜石」の義。パトゥ可マレー（鳩離島）の離れ岩で、

羽釜の形に似た岩のこと○海中にあって、海水の侵食により、二重にノッチが形成されて

おり、外見上、蓋をした羽釜に似るところから命名されたといわれている。上部にはプユ

ナキー［junakix］（ゆうなの木）が生えていて、いたるところにウミネコの巣がある。繁

殖期になると、岩のあちこちに卵を産んでおく。

バングコバリ［baD9ubari］（名）「番配り」の義か。プログラムのこと。番組割りつけのこと。

演目を決定すること。西村と東村が競争して上演したので、誰をどの演目に割り当てるか

に苦心した。踊り手の中には、この踊りは誰とペアを組まなければ踊れないなどと要求す

る者も居たが、ﾌﾟジーシンカ（地謡）の長老が三味線に乗るか否かを踊らせながら現実的

に調整して決めていった。娘たちはバング丁バリに神経を使っていた。
イ

ビー［bix］（名）亥。十二支の第十二番目。ビーデイ・ブス［bi:dipVsu］（亥年生れの人)、

ビーデイ・マリ［bixdimari］（亥年生れ)。例、ビーデイ・プソー可メーヨヌーテイル

アザリブタ可ユーツサンバン可メー［bi:dipuso：meXnuXtiru2adzaributa

juxssambammeX］（亥年生れの人は、もう、何と言われていたか、わからないよ、も

う）

ピーマダマ［pixdama］（名）「火玉」の義。①死者の魂が火の玉となって空中を飛んでいくと

言われている。おにぴ。きつねび。人が死ぬとき、その人の家から、火玉が飛んでいくの

が見えたという。②他人をののしるときにいう。火玉野郎。例、ウンー'ネーラピーダマ可

ヌトゥビ可パリナー-1ヌ［2unneXrapi:damanutubiparinamu］（その家から火玉が

飛んで行ってしまった)。
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ピーマチ。カウ［pixmatJi-kau］（名）「日待ち香」の義か。長時間香を焚くときに用いる。

お盆の時は、三日間、仏壇に香を絶やさぬよう、この線香を焚いた。食事と食事の問に、

１時間以上の間隔がある場合、この香を焚いて時間をつないだ。ユードゥー丁シのときに

も用いた。例、イー丁ヤピケープチバピーマチカウヨシキタテイ司り［?ixja

ｐ:kextJibapi:matJi-kauJlkitatiri］（食事のお膳は引き下げたから日待香を焚いて立て

ななさい)。

ピキ［plki］「ひき（引き)」の義か。父方の血を引く集団、血族集団の意。可ウガン

［2u9a9］（お嶽）信仰の場で、一定の御願のヤマニンズとして信仰する人々を同一のピキ

に属するという。マガ可ラピキ［ma9arap9ki］と、インビ可キ［?imbiki］がある。例、プー

ル丁ヌ丁ピンマーナーピキピキヌ可ウガンオー丁ル［puxrunupimmaXnaXpiki-

plkinu2u9an20xru］（豊年祭の時は、銘々のピキの御願く御嶽＞に行かれる）
ヒツジ

ピチ［p9tJi］（名）未。十二支の第八番目。ピチディ・ブス［pjtJidipVsu］（未年生れの人)。

ピチデイ・マリ［pltJidimari］（未年生れ)。例、ピチデイ・プソー－１イッケナー可

ウトゥナップサンティゲー1ラプムニーンビーンナーブヌ［pltJidipusox？ikkena2utun

assanti9eramunixmbimnamu］（未年生れの人はたいへんおとなしいよ、ほら

見てごらん。問題もおこさないし、喧嘩もしないよ）

ビチ可ル［bitJiru］（名）「賓頭盧」の義か。屋敷の東側の庭に自然石を据え、マーニ
ーくるつぐ

［maxni］（黒枕榔子）やシトゥー'チ［JltutJi］（蘇鉄)、パナ可ギ［pana9i］（クロトン）など

を植裁して信仰の対象としている所。セジ高き所として、普段は人の立ち入りを禁じてい

た。子供も恐れて近寄らなかった。ﾌﾟウブシケー（大城家)、ヨーマカヤー（西原家)、クシ

ケー（小底家）の屋敷の東側にあるビチルは、カンダカー可ン［kandaka:0］（神霊の高い）

所といわれている。

ピナイ可．ウガン［pinai-u9aU］（名）「鬚川嶽」とある。－『沖縄文化財調査報告書第70集』

（沖縄県教育委員会）に、次のように記述されている。『琉球国由来記』記載の名称ヒ

ナイ御嶽。所在地字鳩間西村中。祭神神名フチコハラ。御イベ名イリキヤニ。由

来「由来不二相知一」（『琉球国由来記』)。

対岸の西表島ヒナイ集落では、地味が肥え、農作物が豊穣であった。この稔り豊かなピ

ナイ集落の御嶽の香炉の灰を分けてもらい、鳩間島にウガンを建てようとしたが、ピナイ

集落の人たちに拒否された。そこで夜、二隻の舟を出してヒナイ集落に出かけ、香炉の灰

を取り、ヒナイ集落の人ちIこに気づかれないように逃げ帰って、島に到着するやいなや、

海岸端に香炉を設置し、線香を立てて祈願をした。これがピナイウガンである、という。

二隻の船頭をつとめたそれぞれの家からサカサとテイジリビーの神職が生まれている。豊

年祭の爬竜船競漕（パーレー）は、このときの様子を演じたものだという伝承もある。－

この記述はかなり正確に伝承を記録している。これに花城イガ氏（ピナイ可ウガンの神司。
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1970年当時、加治工伊佐氏（ピナイ丁ウガンのテイジリ可ビ。1989年１月23日、インクニガ

イ［?iOkuni9ai］により正式に隠居）の直話を追加すると次の通り。前記、二隻の可イダフ

ニ［?idaのuni］の船頭をつとめた者が、トゥー可ゼー［tuxdze:］（通事家）とカザケー

［kadzakeX］の人であった。それで、サカサ［s9kasa］（神司）は通事家の血を引く女性
一カンプス

からマロープリ［maroxri］（お生れ|こなり)、ティジリ可ビ［tidSiribi］（神人）はカザケー

［kadzakex］（加治工家）の血を引く男性の中からマローゴルという。花城イガ氏は通事家

の出身であり、同じく通事家出身であった、可ユーゼヌアッパー［juXdzenu2appaX］

（松竹家のおばあさん）から神役を引き継いでいる。加治工伊佐氏は、加治工家の分家で

ある、ユレーヌ丁アブゼー［juremu？abudzex］（寄合家のおじいさん）から神役を引き

継いでいる。ピナイ可・ウガンには巨木が生えていた。特に可ウポー［?uboX］（威部）の

所には、周囲約３メートルのヤラブ［jarabu］（てりはぼく）の巨木が地面を這うように

して生えていたが、1960年代の大型台風の直撃を受け、幹から折れて枯れた。樹齢400年

と推定されていた。現在のアラカー御嶽のそれより少し大きかったものと思われる。また

パープレー［paXrex］（爬竜船）の折り返えし点を示すウキ［?uki］（浮子）は、パトゥ可マ

レー［patumarex］（鳩離島）のパンガマイシ［paO9amaiJi］（羽釜石）とピナサキ

［pinasaki］（ピナイ崎）のマニ可ツァイシ［manitsaiJi］（俎石、グンカンイシとも）を目

印にするといわれている。

ピナカン［pinakaU］（名）「火の神」の義。竈の神様。竈の後に、３個の石をすえて、パナコ

イキ［panaiki］（花活）に花木の枝をさして活け、コー可ロ［koxro］（香炉）を配して拝む。

三個の石は、それぞれ、ヤマ可イシ［jamaiJi］（山の石)、ヌー可ヌ・イシ［nuXnu-iJi］（野

の石)、カーラヌ・イシ［kaXranu-iJi］（川の石）を当てるといわれている。スク可マで刈

り取った稲の初穂は、ピナカンに供えて、一年間、竈の奥に吊しておかれた。
ヒノエ

可ピニー［pinix］（名）「火の兄」の義。「火の弟」ｉＩｊ含めていう。丙。十千の第３日と第４

日をいう。例、ムシヌニンガイ可ヤー丁ピニーバアティル可ニンブガイオープル

［muJinuniD9aijapinixba？atiruni99ai？oxru］（虫の祈願は、丙の日をあてて、そ

れを選んで祈願される）

ピャーシング［pjaxJiUgu］（名）「火矢信号」の義か。大晦日の夕方から夜中にかけて、家々

で子供たちが打ち鴫して遊んだ。可シチ［JltJi］（節祭）にも、シチフル可マイ［JltJiの

urumai］（節祭の振る舞い）を戴く際に打ち鳴らした。この爆発音で邪気を抜い、新年を

迎える意味があるといわれている。ピャーシンゴーナーラシェー丁テイルフルマイヤプ

ンコーッリ［pjaXJiU90：naXraJextiruのurumai-ja2Ukoxtta］（爆竹を鳴して振る舞いは

食べられた)。

ピュール［pjuxru］（名）「日選り」の義か。祭祀をとり行なう吉日を選り定めること。

ピュール可クルン［pjuXrukuruO］（吉日を繰る。吉日を定める)、ピュール丁トゥル
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ン［pjuZruturu9］（吉日をとる）のように言う。例、ムヌシリプヌプヤーナギーテイ

ピュール可クラ丁シクー［munuJirinujama9iXtipjuxrukuraJikuX］（物知りくトゥキ

ユリ＞の家に行って、吉日をとってもらってきなさい）

ピュール可・クルン［pjuxru-kuruO］（句）祭祀の吉日を定める｡日選りをしてもらう。吉日

を繰り定める。例、可アッパープサンジュー・サンニンキ丁ヌアタリブーヌンドゥ

ピュールマクラ可シンパリユーサン可ツオー［2appa:sand5uX-sanniOkinu2ataribuXnundu

pjU:rUkUraJimParijUXSan-tSOX］（おばあさんの三十三年忌に当っているが、日選りをさ

せに行くこともできないでいるよ）

ピン丁ガン［piO9a9］（名）「彼岸」の義。春分、秋分ともにピン可ガンといい、その前後一週

間をピンガン可ヌ・シチ［piD9annuJltJi］（彼岸の節）という。春分や秋分の当日をソー

コチ［soxnitJi］（｢正日」の義か）といい、－週間内であれば、ソーニチの日でなくても、

ピン可ガンをすることができるといわれている。彼岸には、ピン可ガン．ズーシー

［pi99an-dzu:JiX］（｢彼岸雑炊」といって、豚肉や魚肉を采の目に切ったものを混ぜて、人
おこわ

参や大根類も采の目'こ切って入れ、醤油で味付けし、御強風に炊いたもの）が必需である。

白餅一重箱（ツス可ムチ［ssumutJi])、ナマ可シ［namaJi］（刺身）一m、イラキプムン

［?irakimuD］（炊りもの）－m、ユーチング［juxtJiO9u］（四つ組の御馳走)、可グシ・パ
パナ

ナ［9uJi-pana］（i酉と初米)、それにウテインプガビ［2utiD9abi］（｢打ち紙」の義･紙銭の

こと）を供えて祭った。親戚の仏壇へも、可グシパナとカウ（香）三枚、ムチ（餅）－m

を供えて祭った。紙銭は後生の通貨と考えられており、祖霊たちに金銭上の困難が力図から

ぬよう、それを焼いて送ると信じられている。カビヤキムヌ［kabijakimunu］（紙焼き物。

通常、金盟の上に、芭蕉の葉の葉柄、バサ可ヌ・ウデイ［basanu-udi］というのを約１尺

の長さに切り、ススキの生木で井字形に刺して置き、その上で焼く道具）の上で焼いた後、

プグシ［guJi］（酒）を－盃分注ぎ、アルコール分が青白く焼え、紙が完全に燃えたところ

で、サー可ドー［saxdox］（茶湯）を二杯分注ぎ、火を消し、それにパナングミ

［panaO9umi］（初米）を三掴み入れて終る。それが済むと供えた御馳走や餅などの＿部

分を裏返えす。これをウク可シ［?ukuJi］（おこし）という。これによって供え物は柤霊た

ちに食されたと信じられている。一種の儀式である。その後、可ウサンダイにusandai］

（供え物）を下げて、家族一同が会して頂くことができた。

ピン可ガン・ズーシ［PiD9an-dzuXJiX］（名）「彼岸雑炊」の義。米飯に豚肉や魚肉を采の目に

切って入れ、可ビラ［bira］（韮）を刻んで混ぜ（人参や大根を采の目に切って入れること

もある)。醤油で味付けした「おこわ」風の雑炊。五目飯のことをいう。通常は、コー

ズーマシ［koXdzuxJi］（｢強雑炊」の義か）といわれ、ソーラン［soxra9］（お盆）にも作ら

れるが、彼岸に作られるそれが最も美味で、有名でもある。

ブー可ソー［buxsox］（名）「仏餉」の義か。添え御飯。仏前に供える正式の膳の外に、飯碗
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に米飯を盛るように入れて供えたもの。これは、男性が食べることはできないといわれ、

もっぱら女'性が食べた。例、ブーソー丁ヤビキドゥモー可ツファイヤ可ナラ丁ヌティ

アザリブー［bmso:jabikidumoXffaijanaranuti2adzaribux］（ブーソーは、男は食べ

てはいけないと言われている)。

プーヌ・ソ－丁ジ［pumu-so:d5i］（名）「穂の精進」の義。稲穂が出る際に害虫が付かぬよう、

友利お嶽で祈願をする。その間、村ヤクサ［jakusa］（村の役人）たちがサバニで西表島

に渡り、田圃にススキで作った可サン［saD］（ススキの葉を十字に結んだ呪具の一種）を

差してくる。サン可マーヨーブターパタキ丁ヌプカドーラミーパンベープリティ

可フケーヤスームテイアザリブー可［sammaXjo：taXp9takinukadoXrami:pam

pexriti①Vkexssumuti2adzaribu:］（サンはねえ、田や畑の角から、三歩内へ入ってか

ら、茎を差すものだと言われている)。バラフタ丁ヌサン可マームスビティ丁スブル丁

ヌパタマナーシキ可ルカーウレー可ヌキコムヌプナルン［bara①VtanusammaX

musubitisuburunup9tanaxJlkiruxa：？ureXnukimununaruO］（藁のサンは、十字

に結んで頭の側に置くと、それは魔除となる)。

プー可ル［pUXrU］（名)。豊年祭「穂利」の義とする説がある．①ユードゥーシ［jU:｡U:Ji］

（｢夜通し」の義。夜をこめて祈願する日の意)、②可トーピン［toxpiD］（｢当日」の義、ナ

カヌ可・ピン［nakanupi9］＜中の日＞ともいう)、③シナプピキ［Jinapiki］（綱引き）の

三日間にわたって行なわれる。昔の人々は、豊年祭をするために生きているんだと言われ

たという。島で最も盛大な祭りで、対岸の西表島あたりからも、昔からこの祭を見学する

ために傭船して来たものである。稲や粟等の収穫の後、神に対する感謝と来年の豊作を祈

願する祭である。旧暦６月のミジニー［mid5inix］（壬）を選んで行なわれる。昔は、ム

トゥサカ可サ［mutusakasa］（友利お嶽の司）を中心にして、各お嶽のサカサやティジリ

ビたちが集まってピュール［pju:ru］（日より）どりをして、それをスーレイ［suxdai］

（｢総代」の義。部落会長に当たる人）がブラクゾーカイ［buraku-dzoxkai］（部落常会）

にかけてピュールを正式に決定した。サキピュール［s9kipjuXru］（先の日より。上旬の

日より。）とうアトゥピュール［?atupjuxru］（後の日より、下旬の日より）を神司の方々

が用意して、稲穂のウー可ミにuXmi］（熟れること。成熟）の度合いを勘案して、部落常

会で決定したのである。

豊年祭の日程が決まると、部落レベルでも、家庭レベルにおいても、それへむけての諸

準備がなされた。サカサ（司）のうアッパーPappa:］（おばあさん）たちは、各自の丁ウ

ガン（お嶽）へ参拝し、プールの日程を報告し、掃除を始めた。各家庭では、プール可・

スコール［pu:ru-s9koXru］（豊年祭の準備）として、ムチマイ［mutJimai］（糯米）を精白

し始めた。庭の木陰でニブ可ク［mbuku］（＜ニクブク、藁製の敷物。藁でカーペットのよ

うに編んだ敷物＞を敷いて、イニ可ピキ［2inipiki］（米摺、籾摺）をしたり、シキコウシ
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[JlkiuJi］（搗臼）を並べて、二人一組、三人一組になって糯米を搗いて精米した。これ

がプール・シゥカイ可バー［pu:ru-sikaiba:］（豊年祭に使用する米）となる。プール可・ム

チ［puxru-mutJi］（豊年祭の餅）に使う米のことである。豊年祭の－週間前になると、餅

を包むバサンー'パー［basampaX］（芭蕉の葉）やサミヌ・パー［saminupaX］（且桃の葉）

を切りにウイバル［?uibaru］（上原）やウポー丁グー［?uboxda］（現在の住吉地区)、ニシ

可ミジ［niJimid5i］（住吉地区)、カーダ［ka:da］（住吉地区）あたりへ出かけた。部落で

は、スー可ダイ［suxdai］（総代、シマムチユームチともいう。）を中心に、ヤク可サ

[jakusa］（総代の下に、西村、東村に各二人選出された)、ザーアター1ル［dzaXataru］（座

敷係、西、東各二人)、ジンバイ［d5imbai］（配膳係各二人）などが神行事の諸準備をし

た。

ヤクサたちはプー丁ルの四、五日前から、漁に出て魚やタコを獲り、カマポコを作った

り、ガシー１．イズ［9aJi-idzu］（薫製にした魚、クバンに用いる）にしたり、パリタク

［paritaku］（張りたこ。タコの手を裂いて、日干しだこにしたもの）にしたりして準備

した。刺身にする魚はユードゥーシの当日にとった魚を用いた。

ゾーラキ［dzoXraki］（奉納芸）の稽古はプールの二週間前あたりから始められる。西村

は、可ウブシケー（大城家)、ヨーブカヤー（西原家)、アザテー（東里家)、パナシケー

（花城家)、クシケー（小底家）あたりで棒踊りや、ゾーラキの練習がなされた。銅鰯を

打ち笛をふき鳴らして、西村、東村が競争して練習した。練習風景を盗み見ようとしては、

見張りの青年たちに追い返えきれたりした｡西村の棒踊り、特にルクサク可ボー（六尺棒)、

サクブポー（木刀踊り）などは、先輩方が厳しく技を指導した。東村のナギナタ棒は力強

く、勇壮な棒踊りだったので、見劣りせぬよう、ガマクの入れ方、腕のため方、力の入れ

方に特に注意をして指導した。昼は田畑の仕事と鰹業に従事し、夜は遅〈まで、銅鍵や笛

の音を鳴らして、村は最高に活気づいていた。ゾーラキや棒踊りがバングマバリ［baU9u

bari］（｢番組割り」の義か。プログラムのこと）通りに仕上っているかどうかを確認する

ため、トーピン（当日）の二、三日前に、スクミ［s9kumi］（｢仕組み」の義か。リハー

サルのこと）をして手直しをし、満を持して当日を迎えた。その間、西村、東村双方とも、

偵察を送って相手方の技を研究しあったことは勿論である。グサークヨ・マイ［gusaXku

mai］（五勺米）はユードゥヨシの前日、ヤク可サ（二人)、ザーアタル（二人）らによっ

て各戸から－人当たり白米が五勺ずつ集められた。これは、可フダニン［①udaniD］（十五

歳以上の男女、納税者の意）の頭数に割当てられて徴収された。中には、-1フダニンに達

しない人の分まで納入する人もあった。昔は、－１グシパナのマグシ［guJi］（神酒）や．－丁

パナ［koxpana］のカウ［kau］（線香）も集められた。集められたグサークー1マイは友利御

嶽のサカサの家の-番座に集められ、ヤクサたちによってイチ可・ヤマ［?itJi-jama］（五

つのお嶽、友利御嶽、ピナイ御嶽、西堂御嶽、新川御嶽、前泊御嶽）に等分に配分される。
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その間サカサは一番座で正座している。作業が完了した後、友利御嶽の五勺米を入れたフ

イプバ［①uiba］（真茅で作った穀類入れ）にだけは、バラ可ザン［baradzaO］（藁算、五勺

米の数量を示したもの)、明細書が置かれ、他のお嶽の分は袋に入れられる。五勺米が神

前に並べられると、酒と肴の膳が出され、ヤクサによって五勺米の明細書が読みあげられ

る。サカサによるお礼のことばがあって後、ヤクサによって豊年祭が滞りなく行なわれる

よう、お願いのことばが交わされる。その後に各御嶽のサカサの家へ同様な形式で五勺米

が届けられる。

かくて諸準備は順調に進行し、村ヤクサの家で、ユードゥーシに使う円形のツス丁ムチ

［ssumutJi］伯餅）を作ってユードゥー可シを迎えた。ユードゥー可シ［juXduXJi］（｢夜通

し」の義。夜を徹して神に祈願する祭事のことである）は、友利御嶽でサカサとテイジリ

ョビが各家から集めたパナン可グミ［panaD9umi］（初米）を神前に供え、ボーうツァー

［poXtsaX］（包丁係）らによって作られたウサイ［?uSai］（｢お菜」義か。御馳走のこと)、

バキサカサ［bakisakasa］（脇サカサ）によって盛りつけられたクームチ［kumutJi］（｢供

物」の義か。供え物）類を、バキトゥリ可ブン［bakituribuO］（供物を盛る長方形の盆、

供物類を一式盛って持ち運ぶお膳）に入れて供え、ユネンプヌ・パイ［junennupai］（夕

方の拝、祈願)、ユナカ可ヌ・パイ［junakanupai］（夜中の拝、祈願)、シトゥムティ可

ヌ・パイ［Jitumutinupai］（朝の拝、祈願）三回の祈願を夜を徹して行なうのである。ユ

ネンー'ヌ・パイ、ユナカ可ヌ・パイ、シトゥムテイプヌ・パイの間には、ユードゥーシに参

加した村の有志たちとサカサやティジリビたちが三味線、笛、大鼓を鳴らして歌舞をし、

神を歓待するが、ユードゥーシが終った早朝サカサを先頭に、ティジリビたちが、ミルク

ヌ・ウタ［mirukunu2uta］を歌って友利御嶽より下りて来る。ミルクン可ヤー［mirukun‐

jax］（彌勒を保管している家）の所まで来て解散し、各家庭に帰り、可トーピン［to:pi9］

（当日）の神行事に移っていく。

トーピンの午前10時頃、サカサやテイジリビ、バキサカサたちがグサーク可マイ（五勺

米)、パナン丁グミを、各ピキのお嶽へ持参して祈願する。その際、各家からサカサの家へ

献上されたカサンコパー・ムチ［k9sampaX-InutJi］（芭蕉の葉で包んだ餅を５枚か７枚１束

にして献上されたもの。プール可ムチともいう）の中から数枚ほど持参して供える。丁度

この時間帯に、友利御嶽では、ヤーバン・ニガイ［ja:ban-ni9ai］（｢八番願」の義か）が

祈願される。

各御嶽では、サカサやティジリビ、ピキの者たちが各御嶽のプール可・ウタ［pu:ru-uta］

（豊年祭の歌）を謡い、その後時間を見計らってから友利御嶽へ行く。全員が揃うと、友

利御嶽の拝殿に向って合掌し、カンシバ［kanJiba］（｢神芝」の義か。マーニの葉）を頭

に結び、ミチウタ［mitJiuta］（道歌）を歌いながらサンシキヘ向う。サンシキでは、スー

可ダイ［su:dai］（総代）や村ヤクサたちがサカサやテイジリー'ビーの一行を迎え、可サンシ
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キヌウタ［sanJlkinu-uta］（桟敷の歌）を謡って所定の座につく。これを合図に、西村と
－

束村の旗頭がアイプザムトゥ［?aidzamutu］（合流点）で合流して桟敷へ入場する。カシプ

ラ（旗頭）はトウニムトウを出る時から、ポーウテイ・シン司力［boXuti-Ji9ka］（棒踊り

する人)、ゾーラキシンカ［dzo:raki-Ji9ka］（踊りをする人）たちが、メーキャップをし、

出演するコスチュームに身をつつみ、隊列を組んで、笛、太鼓、銅鍛を打ち鳴らし、かけ

声をかけながら気勢を上げてアイ丁ザムトゥで合流し、サンシキヘ入場する。カシラはサ

ンシキの正面定位置に二本のポールを立てて、それに結えておく。ゾーラキやボー踊りは

東村、西村で競演されるが、東村と西村の交替の際に、カシラを一旦サンシキの入口まで

戻して、再入場させる。競演が終ると、最後にパー可レー［paxrex］（爬竜船競漕）が行な

われる。

ゾーラキの最終演目が終ると同時に、笛が一段と高く吹き鳴らされると、ドラが強打さ

れ、カシラ持ちが旗頭を持ち上げ、棒踊りの曲に合わせながら、東回りでサンシキの浜に

カシラを移動させる。浜には二本のポールが立っており、カシラをそれに結えて立ててお

く。ポールの前には、東と西のパーレー可フニ［paXre:｡uni］（爬竜船）が並べてある。

サカサたちが所定の座に着かれると、二隻のパーレーフニは、手で下げ持つようにして勢

いよく海に浮べられ、漕ぎ手達が乗る。－担漕ぎ手が乗って、船を揃えてから、「ユーア

ギ・ジラマ［ju:a9i-d3irama］（世揚げジラバ、世乞いジラバ）を歌い、ゆっくりと船を漕

ぎ回して船を揃え、出発の合図のドラの音によってスタートを切る。折り返し点のブイは、

約500メートル沖に、白旗を立てて浮けてある。この方向も桟敷から鳩離島のパンガマイ

シ［pa99ama-iJi］（羽釜石）と、ピナイサキ［pinaisaki］（ピナイ崎）のマニ可ツァイシ

［manitsaiJi］（俎板石）に合わせるといわれている。このブイの白旗を回わる際、トゥム

可ヤク［tumujaku］（｢艫權」の義、船頭、舵とり）が、權で白旗を倒すことになっている。

こうしてゴールインすると、イチバンプ．ヤク［?itJibanjaku］（－番漕手）が船から飛び

降りて、サカサの前に脆き、神酒をいただく。その間、浜では老若男女、ドラや太鼓を乱

打して、ガーゴリ［9a:ri］（「自慢合戦」の義か。応援）をする。これが済むと、「ユーアギ

ジマ」と、「パイミジラマ」を漕ぎ手と応援団の人々が一緒に歌い、カシラを先頭にして

桟敷へ戻る。そしてそこから東西のトゥニムトゥヘと分かれていく。桟敷では、プサンシ

キヌ・ウタ（桟敷の歌）を歌い、それからアイザムトゥヘ戻って分れの歌、アイ可ザム

トゥ・ウタ（迎え所、合流点の歌）を歌って、それぞれのトゥニムトゥヘ帰る。トゥニム

トゥでは、トゥムニトゥヌ可・ウタ［tunimutunu-uta］（根元家の歌）とサンバーレ

［sambaxre］が歌われ、儀式を終える。一方、漕手たちは、パープレー［paXreX］（爬竜舟）

の船元家に集まり、フナムトゥ［のunamutu］を歌ってトーピンの儀式をすべて終了する。

プールの三日目は、シナ可ピキ［Jinapiki］（綱引き）である。綱引きの当日、午前中、

サカサ、ティジリビ、バキサカサはウガンに行き、祈願をして帰りに友利御嶽のサカサの
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家で歌や三味線で神遊びをし、待機する。

一方、青年たちは午前中より、綱の準備や旗頭の準備をする。綱は各戸から徴収した稲

藁を使って、縄を絢い、大綱を作るのに用いる。カシラも伝統的なものと異なり、綱引き

の日のカシラはデザインも、形も毎年工夫された。鰹船の工場からは、鰹を形どったもの

なども出された。

午後３時頃からサンシキにおいて、サカサ、テイジリビーらが所定の座につき、村の有

志たちも所定の座に坐ると、ドラの早打ちが始まり、それを合図に「ヒーヤユイサ」の掛

声があがり、東村、西村入り乱れて乱舞する。巻踊りのように、ひとしきり乱舞があって、

ドラの合図で旗頭が東西に分かれたのち、婦人たちによるイジックナー［?id5ikkunax］

（言い競い、口合戦）が始まる。一種の「土地誉め」で、東村、西村の婦人たちが向かい

合って、村の自慢話を単調な曲にのせて謡いはやす。前列の２人は剣を持ち、後の４名は

小太鼓を持って打ち鳴らす。その後には合唱隊が並び、弊帛のような紙製の巾を手に持っ

て、曲に合わせて、体を前後にゆすりながら、両手を打ちおろしたり、戻したりする動作

をくりかえす。前列の女性は両手で剣を小さく振りながら東西から５，６歩前へ進み寄っ

て、刃と刃を切り結び、くるつと向きを変えて原隊へ戻る動作を繰り返えす。このように

して、イジックナー［2id5ikkuna:］が終ると、次にガーリ゛ウタ［gaxri-uta］（｢招き歌」

の義が、歌われ、シナブピキ［Jinap9ki］（綱引き）に移る。綱引きは、-回と二回は簡単

に、ウオーミングアップをして引かれた後、本番に移る。本番は、先ずシナヌ丁．ミン

［JinanumiU］（｢綱の耳」の義か。雄綱と雌綱を合わせる所）を寄せることから始まる。

西村からは戸板に乗った女性が鎌を持って身構え、男たちに担がれてゆっくり進んでくる。

東村からは、男性が長刀を持って身構え、戸板に乗ってドラの音に合わせながらゆっくり

と進んで来る。東西の綱が合体した所まで進むと、構えを双方とも解き、東村からは五穀

の籠を渡し、西村からは、それを受けて神酒を手渡す。この儀式が済むと西村の女性は、

鎌と鎌の刃を打ち鳴らして再び身構え、東村の男性も長刀を斜め下に身構えて急いで退い

ていく。そして本番の綱引きがなされる。綱引の本番では、サカサやティジリビも参加す

る。東村が人口も多く、強力ではあるが、大綱は－担は東へ引かせても、最終的には西村

の方へ引き寄せ、世果報を子祝するのが習わしである。これはパーレーも同様で、パー

レーでは儀式歌の中に、構造的に西村が漕ぎ勝つ仕組みになっていることを、大城学氏が

発見している。西村（女性を象徴）優勢が豊年を予祝すると信仰されている（『鳩間誌』

所収の大城学論文参照)。

プール・シウカイコバー［puxru-si1kaiba］（名）「豊年祭に使用する米」の意。ムチマイ

［mutJimai］（糯米）は、プールヨムチ［puXrumutJi］（豊年祭）の餅）を作るため、サクプ

マイ［sakumai］（梗米）は日常生活用として、豊年祭の1週間前から準備された。庭の

木陰で、磨り臼や搗き臼を並べて、女たちが精米した。プール・シゥカイブバームチマ
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イルクトゥブカラツサウバノレナル ［puXru-sikaibaXmutJimairukutubukara

ssaubarunaru］（豊年祭用の米は、糯米６斗ほど精米しないといけない)。

プー-1ルムチ［puXrumutJi］（名）豊年祭の餅。芭蕉の葉に包んで、５枚、７枚、１３枚と束ね

て蒸し煮する。普通、糯米を賑いて可シトゥ［Jltu］（でんぷん）を作り、それを直径約３

センチ、長さ約８センチの円柱状にこれて芭蕉の葉に包んで蒸すと出来あがる。バサンヨ

パー・ムチ［basampax-mutJi］（芭蕉の葉餅）と、サミヌパー・ムチ［saminupaXmutJi］

（月桃の葉で包んだ餅）の二種がある。月桃の葉には芳香があるから、それで包んだ餅も

美味である。

ブガリ・ノーリ［bu9ari-noxJi］（名）（｢疲れ直し」の義。直会のこと)。ブガリ・ノー可シ

は、神行事の時だけでなく、農耕（田植え、稲刈、畑の荒打ち等）やコバコー［bakox］

（共同作業）の後などにも行なわれた。神行事の後に行なわれるのは、サカサやテイジリ

ビーなどと、スープダイやヤクサたちが一緒に慰労会をしたが、昔はサカサやティジリ

ビーたちがカン・アサマビ［kan-asabi］（神遊び）と称して、「疲れ直し」をしたという。

可フカヤー［①Vkajax］（名）「外の家」の義。墓のこと。歌謡語。念仏歌に現われることば。

日常会話では用いない。ウシトゥ丁ヌ・クイ［?uJ9tunu-kui］（弟の声く歌＞）に、「ヌクタ

ルサーミジヤクバスユカフカヤーヌソーロソーロヌタミドゥナル…略」

（残った茶水く茶湯＞は、こぼすから、外屋く墓の、霊界の＞の、精霊く柤霊たち＞のた

めになる）と歌われている。

フダマルン［①udamaruD］（動）神仏の霊が懸依して、神仏の意を告げる｡プサーダカマリ

［saXdakamari］（セジ高生まれ）の人に神仏の霊が乗り移って、失神状態となり、その後

に神仏の意志を語り出すことをいう。例、可サーダカマリヌプスヌ丁フダマリティ丁

ウン可ネヌキナイヤ丁シジタダブソーツタ［saxdakamarinupVsunuのudamariti

？unnenukinaijaJid5itadasoXtta］（セジ高<生れた人が瀝依して、その家の血筋を正

された)。

プトウ可キ［pVtuki］（名）「仏」の義。仏様、仏像のこと。石垣島の桃林寺の山門に、可ニ

ヨープトゥキ［nijoxpVtuki］（仁王仏像）が安置されている。友利御嶽に安置されている

仏像にも、プトゥ可キ（仏）と称している。どういう訳か、御嶽に仏像が安置されている。

例、ウイヌ可ウガンナープトゥキ可ヌマツァリオールー'ヌー'ヌンティカヤー［?uinu

２u9annap9tukinumatsarioxrunununtikaja:］（友利御願に仏様が祭られるが、なぜか

なあ）

フナ可ダダ［①unadama］（名）船霊。女性の髪を神体として祭ってあるもの。船室の中央に

神棚を作って安置し、酒をコップに入れて出漁前に祈願した。漁船などには、女性を乗せ

ないだけでなく、出漁のため、船員が早朝家を出て船に向う途中、女性に外うことは縁起

が悪いとして嫌われた。例、フナ可ダマーミドゥプムキライオー丁ルン［のunadamax
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midunukiraioxru9］（船霊様は、女性を嫌いなされる）

フナブバルウガン［①unabaruu9aO］（名）「船原お願」の義。伝承によると、鳩間村創建の

際、古見から分村してきた人たちが最初に上陸した所がフナコバル・パマ［①unabaru

pama］（船原浜）で、そこから友利御嶽の所へ登り、村の根拠地を作ったという。その道

跡がカン可ヌ．ミチ［kannumitJi］（神の道）であるという（鳩間真吉氏伝承)。フナバル

浜に下りる道の側のクバ［kuba］（蒲葵）やマーニ［ｍａｍｉ］（黒枕榔子）の密生する中に

拝所がある。コーロ［ko:ro］（香炉）が設置されているだけで、サカサ［s9kasa］同）

もティジリ可ビ［tid5iribi］（男の神人）も今はいない。1960年頃までは、鳩間真吉氏がカ

ン可ブス［kamp1su］（神人）として勤めておられた。フナ可バローヨー可イッケナカ

ンダカー７ントンティダー［①unabaroXjoZ？ikkenakandakamtontida:］（船

原はねえ、大変神高い所だそうだよ)。

フナムー'トウ［①unamutu］（名）「船元」の義。パーレー［paXrex］（爬竜船）に選ばれた船

の船主のこと。鳩間島では、村のパーレー可フニ［paxrex①uni］（爬竜船）を特別に造らな

かった。各家に丁イダフニ（板舟、サバニ）があるから、毎年、西村と東村で別々に船を

漕ぎ試して、船足の早いものを選んで、パーレー丁フニと決めていた。パーレーの後、

パーレーシンカ（漕手）たちはフナム可トゥ（船主）の家に集まって歌をうたって、酒食

を振舞われて、来年の豊年を祈った。

フルマイ［①urumai］（名）「振る舞い」の義。ソンガチ・フルマイ［soU9atJi-のurumai］

（正月の振る舞い。正月の御馳走)、シチ・フル可マイ［IltJiourumai］（節祭の振る舞

い）などがある。正月は、トゥシヌー'・ユー［tVIinu-jux］（大晦日）の夕方に、ピャーシ

ング［pja:Ji99u］（｢火矢信号」の義か。爆竹のこと）を打ち鳴らしながら振る舞いを食べ

た。トゥシワシ司り［tVJiwaJiri］（年忘れ）という考えは、言葉と共に沖縄から入ってき

たものであろう。

フンー'シ［①unJi］（名）風水。屋敷などが、地勢や水勢を占った後、その地に適するか否か

を決める思想。風水思想に基づく土地の運勢。墓地を選定する際にも用いる。クヌ可

ヤシ丁ケーヨーイッケナフン可シカイ丁ヤペー可テイマリサカリヌ丁アンツォー

［kunujaJ1kex-joX2ikkena①unJikaijabeXtimarisakarinu？antsoz］（この屋敷は

ねえ、大変、風水がよいので子孫繁盛があるそうだ)。

ボー可ツアー［poXtsax］（名）「包丁人」の義。キチゴン［kltJi90D］（結願祭）のとき、友利

御嶽のポーツァー可ヤー［pOXtSaX-jaX］（包丁人小屋）で、祭の祈願に供える、ﾌﾟウサイ（お

菜、御馳走）や、プクバン［kubaU］を作ったり、盛りつけたりする係。供物の数や種類

を熟知して、バキサカプサやサカサの方たちと連絡しあいながら作業を進めることのでき

る人が当った。例、カザケヌ可マツオーザールムカ可シェーラポープツァーシー

オー可ル［kadzakenumatsoxdzaxrumukaJexrapoxtsaxJiXoxru］（加治工実氏が昔から包
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丁係をしていらっしゃる）

マーラスン［maxrasu9］（動）「死ぬ」の敬語。亡くなる。マーラサヌ（亡くならない）マー

ラシティ（亡くなって)、マーラシタン（亡くなった)、マーラスプカー（亡くなったら)○

例、-1アブジェーマーラシティブアトゥナール可アッパーマーラソー７レーヨー

［?abud5eXmaXraJiti？atunaXru2appaXma:rasoXre：joX］（おじいさんが亡くなって後

に、おばあさんは亡くなられたんだよ）

マガ可ラ・ピキ［ma9arapiki］（名）父方の血縁関係。この血縁関係にある者は、法事の場

合、ナンカ［na9ka］（七日ごに行なう法事)、ソッ可コー［sokkoX］（－周忌から三十三年
ニンゴーパナングミ

忌までの法事、焼香の義）などで、パナン可グミ［panaO9umi］（二合花米)、丁グシ

［9uJi］（酒、一燗壜)、ウテイン可ガビ［2uti99abi］（打ち紙、３枚)、カウ［kau］（線香、

１束）を供物として供えなければならないといわれている。

マジムヌ［mad5imunu］（名）①「曇物」の義。魔物、化物、精。幽霊。人間をまどわすも

の。②他人に対して口ぎたなくののしる場合にも用いる。①ヤラビプヌユナ－１カミチェ

司一ンジ可ルカーマジムンプマヤーサ可リン［jarabinujunakamitJe：？､d5iruka：

mad3imummajaxsari9］（子供が夜中に道へ出ると曇物に迷わされるぞ)。②マジムノー

ウンザコープサーツファーサリン可グー［mad5imunoX？undzakoxsaxffaXsarindax］

(曇物めが、げんこつをくわすぞ）

マゴツァイシ［manitsaiJi］（名）「俎石」の義。グンカンイシ［9u9kan-iJi］（軍艦石）とも

いう。ピナサキ［pinasaki］（ひない崎）に、軍艦の形をした大きな岩が海中にある。古

老たちは、それをマニ丁ツァイシといわれたが、太平洋戦争後、グンカンイシの名が通用

するようになっている。鳩離島のパンガマイシ（羽釜石）と対なして、神話的生活空間世

界を形成するものと考えられる。ムカ丁シプソーマニプツァイシティルアゾーッタ可

［mukaJi-p1soxmanitsaiJitiru？adzaXtta］（昔の人は俎石といわれた)。

マミー1ヌ．ニガイ［maninu-ni9ai］（名）豆の祈願。ニンガチ・ニン可ガイ（二月願い）の際

に祈願される。ヤーバン［jaXba9］（｢八番」の義か。八回祈願すること）の願いごとの￣

つ。アガマミ［?a9amami］（小豆）やクマミ［kumami］（緑豆)、トー可フマミ［tox①u

mami］（豆腐豆）が実るように祈願すること。その祈願。例、クトゥシェー可マミプヌ・

ニガイソー可ルン・カヤー［kVtuJeZmaminunigaisoXruDkajax］（今年は豆の願いをな

さるかねえ）

マリビー［maribix］（名）「生まれ日」の義。生誕の日のこと。生年月日を干支で表したも

の。人のマリビーは、運勢上、注意を要する日として大切に扱われた。困難な仕事を始め

る時、家作り、墓作りなどは、マリビー可を外すように心がけていた。例、マリビーヤプ

イッケナスーゴワンツォー［maribix-ja2ikkenasuxwan-tso:］（生れ日は、運勢上非

常に強いくむつかしい＞そうだ)。従って、できるだけ静かに過ごすべきだという。
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メドハギ

可マヤーーブー［majaxbux］（名）「猫の尾」の義。警萩のこと。原野に自生しており、日常は

雑草として利用されることのない植物であるが、お盆の際に、仏前へ食事を供える前に、

ミジヌプ・グー［mid5inu-kux］（水の粉）を戸外へはね飛ばすのにのみ用いられる。例、コ

マヤーブー・シミジヌ可・クーパン可キ・（［majaXbux-Jimid5inukuXpa9kiba］（マ

ヤーーブーで、水の粉をはね飛ばしなさいよ）

ミー［mix］（名）巳。十二支の第六番目。ミーデイ。ブス［mixdipVsu］（巳年生れの人)。

ミーディ・マリ［ｍｉ:dimari］（已年生れ)。例、ヤーニン丁ズナーミーディ・プスヌ可

スルーカーイッケナゴカルイ可ヌ可アンティダー［jamindzunaXmixdi

pVsunusuruXkaX2ikkenakaruinu？antidax］（家族の中で巳年生れの人が揃うと、

たいへん嘉例く善事＞があるそうだよ）

ミー可シキ・パナシキヌ・ニガイ［mixJlkipanaJlkinu-ni9ai］（「目付き鼻付きの願い｣）の義。

流行病、風邪の祈願の意。はやり病が流行しないように祈願する神願い。鳩間島では、風

邪のことを、パナシキ［panaJlki］（鼻つき)、ミー可シキ･パナシキ［mixllkipanaJiki］

（目つき鼻つき）という。これは、風邪の神が人間の目や鼻にとりついて病気を起こさせ

ると信じられているからである。シマッサ可ル［Jimassaru］（島くさらしの祭）は、この

風邪の神を島から追い払うための行事である。

ミキ［miki］（名）「御酒」の義か。神酒。プールプミキ［puxrumiki］（豊年祭の神酒）は４

斗甕に入れて作り、人々に振る舞った。昔は、若い娘たちが、塩で歯をみがき清めた後、

一晩水に漬けた白米を噛んで吐き出し、これを石臼で隈いたものに入れて発酵させて作っ

たという。真白い濁酒でやや酸味があり、アルコール分の弱い酒であった。神行事に供え

る、クームチ［kuxmutJi］（供物）の一つである。多飲すると腹が重くなった。
ミズノト ミズノエ

ミジニー［mid5inix］（名）「水の兄」の義。「水の弟」（癸）も含めてし､う゜壬。十千の

第９日と第10日をいう。例、プー丁ルンキチゴンヌンブキザルキザロー可メーミ

ジニーバ可ムトウ可（シール－１ニガイオープル［puxruDk9tli90nnu9kidzaru

kidzaroxmexmid5inixbamutubaJixruni9ai？oXru］（豊年祭も、結願祭も、祭り祭

りは、もう、葵の日をもとにして祈願しておられる）

ミジヌブ・カン［mid5inukaO］（名）「水の神」の義。水の神様のこと。井戸や川の水を支配

しておられる神様。鳩間島では、アラ可カー・ウガン［?arakaX2u9aO］（新川御願、御嶽）

にミジヌ可・カンが祭られているといわれている。例、アラ可カー・ウガン゛ナールミジ

ヌ．カン丁マーオールーテイルミジムトゥコテイアズ［2arakaX-u9an-naXru

mid5inu-kammax2oxrextirumid5imututi2adzu］（新川御願に水の神はおられるので

水元という）

ミジヌコ・グー［mid5inu-kux］（名）「水の粉」の義か。お盆の三日間や仏前に食事を供える

際に、戸外へ向って三回ずつ、はね飛ばすもの。砂糖キビの茎と茄子を賓目に刻んで、そ
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れに米と小豆を入れ、昆布の刻んだものを加えて、７回水洗したもの。、に入れ、マヤー

ブー（｢猫の尾」の義、譽萩）の枝ではねる。これは無縁仏たちへの施しと考えられてい

る。これをしないと、無縁仏たちが妬んで、先祖の食事に手をつっこみ、また悪事を働く

といわれている。

ミチ・ウタ［mitJi-uta］（名）お盆の獅子舞いの時、アンガマ隊が移動する際に歌う道歌。

シーシェーマーヌオールンド（獅子がこられるぞ）アンガマターヌオールンド（アン

ガマたちがこられるぞ）パダラヤナマシ（鰯はさしみにして）ナマシヤパイル（刺

身には酢を）パイルヤフナブ（酢には九年母を）オンガキヤシーソヌパー（刺身の妻

には紫蘇の葉）ソーランヤーヌアッパター（精霊会の祖霊たちよ）ミーザンマーザン

オーショーリ（不味でも美味でも召し上って下さい）とうたう。

ミルク［miruku］（名）弥勒。弥勒神。転じて「弥勒踊」の意に用いられる。布袋の仮面を

かぶり、豊年祭と結願祭に踊られる。大きな杖と、大きな団扇を持って、１１t果報を掬いあ

げるように使い、神酒を盛ったカンビンを持つ婦人（二人)、五穀の入った籠をもつ婦人

（二人)、三角旗を持つ婦人（九人）を従えて、しずしずと巻き踊る。ミルクに扮する男

性は、可ウブシケー［2ubuJ9kex］（大城家）の血を引く人に限られている｡

ミルクンプ・ヤー［mirukuJ1-jax］（名）「弥勒の家」の義。転じて「弥勒神を祭っている家」

の屋号となる。昭和30年代頃までは、メー１ケ－［me:kex］（大城家の分家でミルク神の仮

面を保管し祭っていた家）といわれていた。ミルコープミルクン可・ヤーナマチコシキ

テイプーブル可キチゴン．ナルンザヨソール［mirukozmirukun-jamamatJiJlkiti

puxrukltJi9onnaru2ndzasoXru］（ミルクは弥勒の家に祭っておいて、豊年祭と結願に出

される)。
もと

ムトウ・サカプサ［mutu-sakasa］（名）友利お嶽の司・ムトゥ可．ウガン［mutu-u9a9］（本お

願）のサカサ［s§kasa］の意。代々仲底家の血を引く女性の中から、神前で願いをたて、

ウクリ［2ukud5i］（｢御籔」の義か。神前で祈願のあと、供えてある米粒を組み合わせて

神意を占うもの）をパリティ［bariti］（｢割って」の義で、卜占しての意）決められた。

現在、古老の記憶に残っているムトゥサカサは、大正期に勤められた、ダイケヌ・アッ

パー［daikenu2appaX］（大工家のおばあさん。大工ヨポシ氏。加治工家の血を引く。子供

に恵まれなかったので、後、加治工家の三女を養女に入れた。この人が現在の大工良氏)。

昭和初期には、花城家の血を引く、シマフ可ケヌ・アッパー［Jima①1kenu-2appax］（島袋

家のおばあさん。加治工家と同様、仲底家に嫁いだ女性と同じ血を引く女性が花城家に嫁

した人の血を引くといわれている)。昭和十年代から戦後の昭和30年代終り頃までは、仲

底家の血を引く、フク可マレーヌ・アッパー［①Vkumaremu-2appaZ］（友利家のおばあさ

ん)、昭和40年頃から昭和60年頃までは、加治工家の血を引く、加治工千代氏がその神職

にあった。例、ムトゥサカサプヌー'ヤーナサカサン７ケ_アツァ丁マローリティカン
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ピュー可ルキザルキザルヌピュール可トゥローッ可夕［mutusakasanujama

s9kasaOkeX？atsamaroxritikampjuxrukidzarukidzarunupjuxruturoxtta］（本司の家に

司の方々がお集まりになって、神日選りく祭祀の日を選定すること＞、祭り祭りく各祭祀

の＞の日をお取りになられた)。

ムシヌ・ニンコガイ［muJinu-niD9ai］（名）「虫の願い」の義。可カタ［k9ta］（いなご「蜆

虫｣）が異状発生して稲の葉を喰い荒らさないように、また鼠が異状繁殖して田や畑を荒

らさぬようにと祈願するもの。いなご（害虫）や鼠（有害動物）を捕獲して、小舟を作り、

鶏肉や魚等を小量載せて、神前で祈願した後、海に流す。その際、鳩間島は小さな島で、

生活できないから、西の方にある大きな国へ行って暮らして下さいと祈願する。例、ウイ

ヌ７.ウガン［?uinu2u9a9］（友利お嶽）で、旧暦３月の丙の日に祈願される。ムシヌ・

ニンガイ可ヤマイ可スク可ローラン可ターキサプリナ--1ヌ［muJinu-

niD9aijamaisVkuroxrantaxklsarinamu］（虫の願は、稲を作らないようになったので、

切られく省略ざれ＞てしまったよ）

丁ムヌ［munu］（名）「もの」の義。魔もの、悪霊。成仏できずに迷っている霊のこと。異常

な死に方をしたり、ソップコー［sokko:］（焼香、法事のこと）をしてくれる人のない死霊。

生きた人に懸依して害を加えたり、頼みごとをすると言われている。例、可ムヌンマ

ヤーサ可リン［mununmajaXsariO］（ものに迷わされる)。可ムヌンムタ可リン［munum

mutariD］（悪霊に持たれるく操られる＞、悪霊に迷わされる）

ムルムル［murumuru］（名）語源不明。「諸々」の義か。シン可ザ［Jindza］（砂糖きび）を

７，８寸の長さに切ったものを９－１０本ずつ束ね、上下にマキカビ［makikabi］（約1寸

ほどの白紙に、８分程の赤紙を貼ったもの）を巻いて、それにフナブ（九年母)、キダヌ可

ナル（黒木の実)、バン可スル（蕃柘榴、グヮバ）などを差して飾り、それをプサンポー

［sambox］（三方）に乗せ、シトゥチ可ヌナル（蘇鉄の実）やカーン（野葡萄)、イー丁シ

（角又)、バサンプナル（芭蕉の実、バナナ)、ユブ可シ（木の実）などをサンボーに盛って

飾ったもの。仏壇（トゥクニ）の左右にｌ対供えておく。砂糖キビの長いもの（左右にｌ

対）は、可グサン［gusa9］（杖）と称した。祖霊たちは、１本はグサンにし、他の１本は

アイプク［?aiku］（担ぎ棒）にして、コシトゥ［Jltu］（つと、土産）を担いで帰ると信じら

れている。アダンの熟した実も１吋供えたものである。

ムルムル・ムチ［murumurumutJi］（名）ムルムルと一緒に仏壇に供える円錐状の餅のこと。

ピンポン球ほどの餅を約20個ほど盛って、円錐状に作る。仏壇に向って右側に置くのは、

やや平たく、左側に置くものは、やや丸みをおびたように作る。例、ムルムル・ムチーン

可スクうりカイプキナヌーシプカザリ［murumurumutJixnsVkurikaikina

nuxJikadzari］（ムルムル餅も作って、mに乗せて供えなさい）

ヤク丁サ［jakusa］（名）村役人の一つ。スーダイの下で、村行事に従事する人。西村、東か
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ら、それぞれ二人ずつ選出され、その年の村行事、神行事一切を、その部下の、ザーアタ

ルや、ジンバイなどと－諸に、彼等を指導しながらとり行なった。神行事に必要な供物の

諸準備、後片付けなどは仕事の中でも重要なものであった。ヤクﾌﾟサンケーヤグサーク丁

マイヌンガーリコソーッタ［jakusaOkexja9usaXkumainu99axrisoXtta］（ヤクサたちは

五勺米の拠出は免除された)。

ヤシキ可ヌ・カン［jaJlkinu-kaU］（名）屋敷の神様。屋敷を守護する神様。屋敷の四つ角

（ユーカドゥ［juXkadu])、ペーラプフチ［pexraOVtJi］（入口、門）には、それぞれ神様

がおられると信じられている。特に、フルコヌ・カン［①urunuka9］（便所の神）はマ

サー可ン［masaxO］（霊験あらたか）であるといわれている。戸外でヤナ丁カジ

［janakad5i］（｢悪風」の義、悪霊）にあたるとき、便所へ行って豚を起こすと、懸き物

も落ちるといわれている。

ヤシキブヌニン可ガイ［jaJlkinuniO9ai］（名）「屋敷の願い」の義。屋敷を守護しておら

れる神々に対する祈願。ペーラ丁プチ（門）の神、ユーカドゥ（四つ角）の神、フル（便

所）の神、ナカ可バラー（中柱、大黒柱）の神に、ヌーディマリ（何年生れ）のビキジマ

リ（男、女の場合は、ブナジマリと唱える）の～（実名）がフンダメール（踏み固めた）

屋敷内、家内の中に、ヤナカジ（悪風、悪霊）アマリカジ（悪霊）が入らぬようにと祈願

する。

ヤマタカ可ピ［jamatakabi］（名）「山崇べ」の義か。旧暦二月一日に祈願された。ヤマタカ

ビプヌニンマガイ（山崇べの願）ともいう。村人が生活のために山入りをするとき、刃物

や毒蛇によって人畜に危害が及ばぬよう祈願するものである。今日では簡略化のため実施

されていない。ヤマタカ丁ビテイスー可ニガイ可ヤーマナ丁マーナープヌ

[jamatakabitisu：ni9aijamanamaXnamu］（山崇べという願いは、今はない）

ヤマタカビ可ヌ・ニンガイ［jamatakabinuni99ai］（名）「山崇べの願い」の義。単に、ヤマ

タカ可ビ［jamatakabi］ともいう。旧暦二月一日に取り行なわれる。虫祓いの祈願や、山

に出入りする際に毒蛇による危害が人畜に及ばないように祈願する。ウイヌ丁．ウガン

［?uinu-u9a9］（｢上のお願」の義、友利お嶽のこと）でとり行なわれる。お嶽では蛇のこ

とを、ナー可ムヌ［naxmunu］（長もの）と言い、直接的にパブ（蛇）ということを避ける。

ヤマ可ヌ・カン［jamanukaO］（名）「山の神」の義、山の神のこと。山仕事のため、出入り

する際に、斧や山刀で怪我をせぬよう、また、ナープムヌ［naxmunu］（｢長もの」の義、

毒蛇のこと。パブ［pabu］＜蛇＞ということばは、神願いの場では不吉として避けられ

たという）の害が及ばぬよう、山の神に祈願した。ヤマ丁ヌ・カンニフチカザルンシ

ティヤマ７－ペープロール［jamanukanniのVtJikadzarunJltijamaXpeXroxru］（山

の神に口かざりをして、山へ入られる）

ユードウー可シ［juXduxJi］（名）「夜通し」の義。プムトゥ［mutu］（友利御嶽）で、サカサや
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テイジリビー、バキサカサを中心に、村の有志たちが夜を徹して祈願をすること。ユーン

グムブル［ju:O9umuru］（夜籠り）をして祈願をすること。ユネン可ヌ・パイ［junennL

pai］（夕方の拝)、ユナカ可ヌパイ［junakanu-pai］（夜中の拝)、シトゥムティ可ヌ・パイ

［Jltumutinupai］（早朝の拝）の間に神歌が歌われる。

ユーニガイ［jumi9ai］（名）「世願い」の義。旧暦３月のミジニー［mid5iniX］（壬）の日を

選んでとり行なわれる祭祀。友利御嶽で祈願をし、ニシブドーウガン（西堂お嶽)、アラ丁

カー・ウガン（新川御嶽)、ピナイ1．ウガン（鬚川お嶽)、マイドゥムプル・ウガン

[maidumuru-u9aU］（前泊お嶽)、ミルクンプヤー［mirukunja:］（彌勒を祭っている家）

の１１頂に、サカサ、テイジリビが回って祈願をする祭祀。ニンガチニン丁ガイ［niD9atJj

niO9ai］（二月願い）で祈願した。①ゾーシキ丁ヌ・ニンー'ガイ、②プアラカラジヌ・ニン可

ガイ、③イニアヨヌ・ニンガイ、④アミニンプガイ、⑤マミ可ヌニガイ、⑥ミープシキパナ

シキヌ・ニガイ、⑦マイヌ可・ツサバー可ヌニガイ等の総括的な祈願をする。最近では人口

激減のため、ニンガチニンー'ガイはかなり省略され、ユーニガイでまとめて祈願されるよ

うになったといわれている。ユーニガイヤ丁フカブヌニン可ガイキサブソーラバンキ

サラン可テイシーマナマープキンシーオー可ルンテイゲうう［jumi9aijaのVkanu

ni99aikjsasoxrabaOkjsaran-tiJiXmanamaxkinJiXoxrunti9era］（世願いは、他の祈

願が切られてもく省略されても＞切られないと言って、今までも実施しておられるさ）

ユー・シギ可ルン［jux-Ji9iru9］（動）「世過ぎる」の義か。「死亡する」の意、普通、目上の

人に対していう。「死ぬ」の敬語。ユー・シギ可ロールン［juXJi9iroXruU］（お亡くなりに

なる)。ユー・シギ丁ローラヌ［ju:Ji9iroXranu］（お亡くなりにならない)、ユーシキ可ロ_

リテイ［jux-Ji9iroXriti］（お亡くなりになって)。例、ウヤヌユーシギローリナーヌ

[?ujanujuXJi9iroXrinamu］（親がお亡くなりになってしまった）

ユーチング［juXtJiO9u］（名）「四つ組」の義。料理用語で、ご飯、汁、揚げもの、煮ものの

四種類を組み合わせた料理のこと･島では、ユーチングの持て成しを受けることは、正月

とお盆などの祭祀、行事のときとか、祝儀のときに限られていた｡例、サクシッファコヌ

タンカーヨイティシーユー チングスクローッタ［s§kuJi-ffanutaOkaxjoi

tiJiXjuxtJi99usVkuroXtta］（嫡子の子の誕生祝いといって、四つ組料理を作られた)。
－

ユヌルー［junurex］（名）－周忌。人の死後、翌年の|司月同日にとり行われる法事。タン

カー・ソッコー［taOkaX-sokkox］ともいう。タンカーには、「１年目｣、「－対一で対時す

ること｣、「一直線に向きあうこと」の意があることから、「－周忌」の意に用いられたの

であろう。ユヌ可レーの語源は不明。例、タンカーソッコーバル可ユヌ可レーテイアズ

［ta9ka:sokkoxbarujunureXti2adzu］（－周忌を、ユヌレーという）。

ユー丁レー［juxreX］（名）幽霊。死者の霊がある形をとって人間界に現われるもの。死者の

魂。浮遊して歩くといわれている。ユー丁レーが出現するのは、それが成仏できずにざ
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迷っているので、人に何かを頼むためだと言われている。例、ユーレープヤーヨー可タ

ナミグトゥ可ヌ可アレーテイルンジコルテイダー［juxrexjajoxtanami9utunu

２are:tiru2nd5irutidax］（幽霊はねえ、頼みごとがあって出現するんだそうだよル

ユナカ可ヌ・パイ［junakanu-pai］（名）「夜中の拝」の義。豊年祭のユードゥー可シの夜中に、

友利御嶽のウブプヤー［?ubuja:］（大家）でとり行われる祈願のこと。サカサは麻製の白

衣裳を羽織るように着、テイジリ可ビは麻製のクンジキン［kund5iki9］（紺地着物）に力

クフクビ［k9ku①Vkubi］（角帯）をしめて祈願する。午前零時頃に行われる祈願（拝）

のこと。

ユネン可ヌ・パイ［junennupai］（名）「夜の拝」の義。夜の８時頃に行なう祈願。プー可ル

（豊年祭）の、ユードゥー可シ［juxduxJi］（夜通し、夜を徹して祈願する祭式）の夜に行

われる。友利御嶽のウブゴヤー［2ubujax］で、サカサ、テイジリビ、バキサカサ、それに

村の有志の方々が集まって、祈願の合間、合間に歌舞をして、夜を徹して祈願をする。そ

の最初の祈願。

リユーグープヌ・カン［rjuX9umuka9］（名）「龍宮の神」の義。水神、海神のこと。例、ス

ナカ丁ナミーウ丁ティシェーププソーリューグー可ヌ．カンナー可ニツサリ

テイジーヌギソーッ司夕［sunakana mizutiJeZpVsoxrjuz9uxnukan-naxni

龍宮の神様にその旨を申し上げて、ジーヌssaritid5ixnu9iso:tta］（海で死んだ人は、

ギの祈願をなされた）

ンカイカジ［2Ukaikad5i］（名）「向かい風」の義。悪霊と行き合うこと。目には定かに見え

ないが、生暖かい風が吹いて、身の毛がよだち、意識を失い、方向感覚を失ってさ迷い歩

くという。そういう行動を起こさせる風、悪霊。ヤナー1カジ［janakad5i］（悪い風、悪霊）

ともいう。例、ンカイカジンブウソーリティプマヤーサ可リアークリ［29kaikad3in
-－＝

?usoXritimaja:sari2aXkuta］（向かい風く悪霊＞に襲われて迷わされていた）

ンカイ・ズーシ［?Dkai-dzuxJi］（名）「迎え雑炊」の義。お盆の初日の夕方、柤霊を迎えて

供えるために作るお強の雑炊。豚肉や魚肉、カマボコなどを春目状に切って、醤油で味付

けして炊きこんだ雑炊。五目飯に似て美味である。例、ウヤプス丁ン可マインカイズー

シ－１シキマチプバ［?ujapVsummai？9kaidzuXJiJlkimatJiba］（ご先祖様の前に、迎

え雑炊を供えなさいよ）

ンカイ・ビー［29kaibix］（名）「迎え日」の義。ソー可ラン［so:raO］（精霊会、お盆）の第

一日。旧暦７月13日のこと。朝から祖霊を迎えるために仏壇や位牌を洗ったり、拭いたり

して準備をする。ムルムルを供えたりして、すっかり仏壇を飾り終えると、祖先の霊を迎

えるために、門の脇（西側）に稲藁１束の穂先の部分を丸めて結え、その中に襖を入れて

煙をたてる。祖霊たちは、この煙に乗って各家に降りてくるといわれている。
ウマ

ン可マ［2mma］（名）午。十二支の第七番目。ンマ可デイ・ブス［?mmadi-pusu］（午年生れの
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人)、ンマ可デイ・マリ［?mmadimari］（午年生れ)、ンマヌブ・パー［2mmanu-pax］（午の

方向。南の方）例、ウレーブンママデイ・プスヤレーテイ－１ルコアイニピャーンカ

ピヤーンカ丁シパニッケー可レテイアー丁ク［2urex2mmadipVsujarextiru2aini

pjax9kapjax9kaJipanikkexrexti2axlcuku］（そ

ンコピョンコとはねまわってあるくんだろうよ）

(そいつは、午年生れだから、あんなにピョ
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